
一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
本
誌
第
三
号
（
一
九
九
九
年
三
月
）
よ
り
継
続
し
て
い
る
正
倉
院
文

書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
の
第
十
回
目
に
あ
た
る
。
今
回
対
象
と
す
る
の

は
、
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
で
あ
る
。
前
後
の
養
老
七
〜
天
平
十
年
、
天
平
十

二
〜
十
三
年
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
誌
三
号
（
石
田
実
洋
・
須
原
祥
二
氏
執

筆
）、
五
号
（
有
富
純
也
氏
執
筆
）
に
既
に
編
年
目
録
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
適

宜
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本
目
録
の
作
成
に
至
っ
た
経
緯
や
そ
の
目
的

な
ど
に
つ
い
て
も
、
第
三
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
本
号
に
お
い
て
、
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
の
目
録
も
掲
載
す
る
が
、
文

書
群
と
し
て
の
性
格
を
異
に
す
る
た
め
、
別
個
に
凡
例
・
目
録
等
の
作
成
を
行
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
記
法
等
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
点
を
ご
了
承

い
た
だ
き
た
い
。

二

凡
例

・
文
書
番
号
は
原
則
と
し
て
日
付
順
に
付
し
た
。

・
文
書
番
号
に
は
階
層
性
を
持
た
せ
た
。
最
大
二
種
類
の
枝
番
号
を
用
い
、
三
つ

の
階
層
に
よ
っ
て
文
書
の
構
成
・
成
立
過
程
を
表
現
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
単

体
の
文
書
が
集
合
し
て
継
文
・
帳
簿
を
な
す
場
合
、
そ
の
集
合
に
文
書
番
号
を

付
し
、
各
文
書
に
は
枝
番
号
を
付
し
た
。
し
た
が
っ
て
末
尾
の
枝
番
号
（
階

層
）
は
文
書
の
連
続
（
接
続
）
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
状
で
は

分
離
し
て
お
り
、
接
続
関
係
が
明
瞭
で
は
な
い
も
の
の
、
文
書
の
作
成
時
期
や

内
容
等
に
よ
り
、
本
来
同
一
の
継
文
・
帳
簿
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

文
書
の
集
合
体
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
文
書
番
号
と
末
尾
の

枝
番
号
の
間
に
も
う
一
階
層
枝
番
号
を
設
け
、
当
該
文
書
番
号
の
継
文
・
帳
簿

を
構
成
す
る
文
書
の
集
合
体
を
表
現
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
も
末
尾
の

枝
番
号
（
階
層
）
は
文
書
の
連
続
（
接
続
）
を
示
し
て
い
る
。

正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
一
年
―

磐

下

徹

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
二
号

二
〇
〇
八
年
三
月
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・
文
書
名
の
付
け
方
に
つ
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
目
的
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
心
が
け
た
。
し
た
が
っ
て
『
大
日
本
古
文
書
』
の
文
書
名
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。
往
来
軸
が
付
属
す
る
場
合
に
は
、
基
本
的
に
そ
れ
に
基
づ
い
た
。

文
書
は
、
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
文
書
（
解
や
啓
、
も
し
く
は
そ
の

案
文
）
と
、
発
信
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
な
い
業
務
内
容
等
の
記
録
（
校
帳

な
ど
）
に
大
別
さ
れ
る
が
、
後
者
の
中
に
は
内
容
が
断
片
的
な
も
の
や
、
類
型

化
が
困
難
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
文
書
に
は
便
宜
的
に
「
〜

注
文
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
た
。

・
年
月
日
の
項
に
は
、
そ
の
文
書
の
作
成
年
月
日
（
帳
簿
の
場
合
は
開
始
年
月

日
）
を
示
し
た
。（

）
は
推
定
。

・
期
間
／
作
成
の
項
に
は
、
作
成
年
月
日
が
特
定
で
き
る
文
書
に
は
「
作
成
」
を
、

帳
簿
な
ど
複
数
の
年
月
日
に
わ
た
る
場
合
や
特
定
で
き
な
い
場
合
に
は
そ
の
記

載
対
象
の
最
終
年
月
日
を
「
〜
」
に
続
け
て
示
し
た
。
な
お
、
案
文
な
ど
は
記

載
年
月
日
が
必
ず
し
も
同
一
と
は
限
ら
な
い
が
、
特
に
区
別
は
せ
ず
、
記
載
年

月
日
を
も
っ
て
作
成
と
し
た
。

・
写
経
事
業
の
項
で
は
、
天
平
十
一
年
当
時
の
写
経
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た
五
月

一
日
経
（
一
切
経
）
と
そ
れ
以
外
の
写
経
（
外
写
経
）
の
い
ず
れ
の
写
経
事
業

に
関
連
す
る
文
書
で
あ
る
か
を
示
し
た
。
そ
の
際
、
五
月
一
日
経
の
場
合
は

「
五
月
一
日
経
」、
外
写
の
場
合
に
は
具
体
的
な
経
典
名
の
後
に
「（
外
）」
を
付

し
て
表
現
し
た
（
例：

「
法
華
経
（
外
）」）。

・
文
書
機
能
・
内
容
の
項
に
は
、
当
該
文
書
の
果
た
し
た
機
能
や
内
容
を
摘
記
し

た
。

・
作
成
／
発
信
↓
受
信
の
項
に
は
、
文
書
の
作
成
・
保
管
主
体
、
ま
た
は
文
書
の

発
信
者
・
受
信
者
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
案
文
の
場
合
、
控
え
で
あ
れ
草
案
で

あ
れ
、
文
書
の
作
成
者
（
発
信
者
）
の
も
と
か
ら
は
発
信
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
写
経
司
（
↓
皇
后
宮
職
）」
の
よ
う
に
、
想
定
さ
れ
る
正
文
の
受
信
者
を

（

）
で
括
っ
て
示
し
た
。

・
大
日
古
の
項
に
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
全
二
十
五
巻
に
お
け
る
所

在
を
巻
数
と
頁
数
に
よ
っ
て
示
し
た
（
例：

二
‐
１５４
〜
１５５
↓
二
巻
１５４
〜
１５５
頁
）。

な
お
、「
未
収
」
と
し
た
の
は
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
に
収
録
さ
れ
て

い
な
い
も
の
で
あ
る
。

・
文
書
の
所
在
の
項
で
は
、
以
下
の
略
号
を
用
い
た
。
S＝

正
集
、
Z＝

続
修
、

ZK＝

続
修
後
集
、
ZB＝

続
修
別
集
、
J＝

塵
芥
、
ZZ＝

続
々
修
、
拾
遺＝

国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』。
断
簡
番
号
は
、
続
々
修
を
除
き
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
正
倉
院
文
書
目
録
』（
正
集
〜
塵
芥
）
に
し
た
が

い
、
続
々
修
に
つ
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
に
示
さ
れ
た
紙
数

番
号
を
〈

〉
で
示
し
た
。

・
次
の
項
に
は
、
当
該
文
書
が
一
次
利
用
か
二
次
利
用
か
を
示
し
た
。

・
紙
背
・
他
の
利
用
の
項
に
は
、
紙
背
の
使
用
状
況
や
、
同
一
紙
が
当
該
文
書
以

外
の
目
的
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
状
況
等
を
記
し
た
。

・
備
考
の
項
に
は
、
上
記
以
外
の
留
意
点
を
示
し
た
。
往
来
軸
の
情
報
や
、
宮
内

庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録
』「
未
修
古
文
書
目
録
」（
以
下
、

未
修
目
録
と
略
す
）
に
基
づ
く
続
々
修
の
付
箋
に
関
す
る
情
報
は
こ
こ
に
示
し

た
。
ま
た
文
書
の
集
合
体
（
継
文
・
帳
簿
）
の
形
成
過
程
に
関
し
て
も
摘
記
す

る
よ
う
努
め
た
が
、
詳
細
な
説
明
を
要
す
る
も
の
に
関
し
て
は
、「
四

個
別

文
書
の
検
討
」
に
譲
っ
た
。

・
今
回
続
々
修
の
整
理
の
際
に
多
用
し
た
未
修
目
録
に
つ
い
て
は
﹇
飯
田
二
〇
〇

一
〜
三
﹈
に
よ
る
翻
刻
を
用
い
た
。
な
お
、
未
修
目
録
に
つ
い
て
は
本
誌
八
号

掲
載
の
編
年
目
録
の
凡
例
（
佐
々
田
悠
氏
執
筆
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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三

写
経
事
業
の
概
観

１

写
経
機
関

当
該
期
の
写
経
事
業
は
光
明
皇
后
の
主
導
の
も
と
、
皇
后
宮
職
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
た
。
当
該
期
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
初
期
写
経
所
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究

の
整
理
も
含
め
﹇
栄
原
一
九
八
四
﹈
に
詳
し
い
。

天
平
十
一
年
当
時
の
写
経
所
は
写
経
司
と
称
さ
れ
て
い
る
。﹇
栄
原
一
九
八

四
﹈
は
天
平
十
年
二
月
〜
三
月
頃
、
皇
后
宮
職
内
に
写
経
事
業
の
専
当
機
関
が
設

置
さ
れ
、「
経
師
所
」・「
写
経
所
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
同
年
三
月
末
頃
に

至
り
「
写
経
司
」
に
整
理
・
発
展
し
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
﹇
山
下
一
九
九
九
﹈
が
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
お
り
、「
写
経
所
」
を

天
平
初
年
か
ら
の
皇
后
宮
職
の
写
経
組
織
で
、
高
屋
赤
麻
呂
が
事
務
を
担
当
し
、

五
月
一
日
経
を
中
心
に
書
写
を
行
っ
た
組
織
、「
経
師
所
」
は
天
平
九
年
頃
設
置

さ
れ
、
小
野
国
堅
が
事
務
を
担
当
し
、
外
写
を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
が
天
平
十
年
二
月
八
日
の
外
写
経
一
一
〇
巻
の
書
写
（
能
断
般

若
経
な
ど
、「
経
師
等
行
事
手
実
」〔
七
‐
１２６
〜
１４５
、
本
誌
三
号
既
出
〕
参
照
）
を

契
機
に
一
体
化
し
、「
写
経
司
」
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
写
経

機
関
の
整
備
・
充
実
の
背
景
に
、
阿
倍
内
親
王
の
立
太
子
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
写
経
司
に
発
展
し
た
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
機
関
に
、
天
平
十
一

年
に
な
る
と
「
東
院
写
一
切
経
所
」
が
設
置
さ
れ
、
同
年
七
月
下
番
〜
翌
十
二
年

四
月
上
番
ま
で
活
動
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
写
経
所
に
つ
い
て
は
、
皇
后
宮
職
へ

の
物
資
請
求
や
活
動
報
告
が
写
経
司
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
写
経

司
管
下
の
組
織
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹇
栄
原
一
九
八
四
﹈
は
東
院
写
一
切
経

所
は
、
そ
の
活
動
期
間
中
の
ほ
ぼ
全
て
の
写
経
を
担
当
し
た
と
し
、
五
月
一
日
経

書
写
の
能
率
向
上
を
目
的
と
し
た
、
五
月
一
日
経
の
常
写
機
関
で
あ
る
と
し
、

よ
っ
て
当
写
経
所
成
立
後
の
写
経
司
は
、
専
ら
事
務
や
対
外
業
務
を
扱
っ
て
い
た

と
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
﹇
山
下
一
九
九
九
﹈
は
、
東
院
写
一
切
経
所
の
設
置

目
的
は
五
月
一
日
経
の
恒
常
的
書
写
の
た
め
と
し
つ
つ
も
、
当
該
時
期
の
写
経
は

独
り
当
写
経
所
の
み
で
は
な
く
、
写
経
司
に
お
い
て
も
外
写
を
中
心
に
書
写
が
続

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
写
経
司
の
所
在
地
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
中
嶋
院
（
嶋
院
）
に
置
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
（﹇
栄
原
一
九
八
四
﹈
な
ど
）、﹇
山
下
一
九
九
九
﹈
で
は
、

写
経
司
の
前
身
が
「
写
経
所
」
と
「
経
師
所
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
観
点
か

ら
、
中
嶋
院
で
は
五
月
一
日
経
が
、
角
寺
で
は
外
写
経
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
二
つ
の
写
経
の
場
が
写
経
司
に
も
継
承
さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

東
院
写
一
切
経
所
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
未
詳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
漠

然
と
写
経
司
の
東
方
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、﹇
山
下
一
九
九
九
﹈
は
、
こ
の
時

期
の
写
経
事
業
が
阿
倍
の
立
太
子
と
深
く
か
か
わ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、「
平
城

宮
の
東
張
り
出
し
部
の
南
半
分
、
東
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
東
院
」

に
置
か
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

天
平
十
一
年
は
、
前
年
の
写
経
司
の
成
立
や
東
院
写
一
切
経
所
の
設
置
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
皇
后
宮
職
の
管
理
下
で
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
写
経
事
業
の
組

織
化
が
進
行
し
、
特
に
五
月
一
日
経
の
書
写
を
中
心
に
能
率
的
な
写
経
事
業
の
展

開
が
図
ら
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

２

主
な
写
経
事
業

a

五
月
一
日
経

当
該
時
期
の
写
経
の
中
心
は
五
月
一
日
経
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
東
院

写
一
切
経
所
の
設
置
等
に
よ
り
、
恒
常
的
・
安
定
的
な
書
写
の
進
展
が
図
ら
れ
て
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い
る
。
五
月
一
日
経
は
玄
�
将
来
の
開
元
釈
教
録
に
基
づ
く
一
切
経
で
あ
る
が
、

天
平
十
一
年
二
月
十
三
日
の
日
付
を
持
つ
〔
２
〕
で
は
、
開
元
釈
教
録
に
よ
る
一

切
経
全
五
〇
四
八
巻
の
う
ち
、
既
写
分
を
二
二
一
八
巻
、
未
写
分
を
二
八
三
〇
巻

と
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
天
平
十
二
年
四
月
十
五
日
の
写
経
司
啓
案
（
七
‐
４８５
）

で
も
同
様
に
、
開
元
釈
教
録
に
基
づ
く
一
切
経
の
書
写
状
況
を
報
告
し
て
い
る
が
、

全
五
〇
四
八
巻
中
三
五
三
一
巻
を
既
写
分
と
し
、
そ
の
う
ち
二
二
一
八
巻
を
「
以

往
所
写
」、
一
三
一
三
巻
を
「
以
来
所
写
」
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
天
平
十

一
年
二
月
〜
翌
十
二
年
四
月
の
約
一
年
間
に
一
三
〇
〇
巻
余
り
の
写
経
が
行
わ
れ

た
こ
と
に
な
る
（
以
上
﹇
福
山
一
九
三
三
﹈、﹇
皆
川
一
九
六
二
﹈）。

b

外
写
経

天
平
十
一
年
に
行
わ
れ
た
外
写
と
し
て
は
、
福
寿
寺
大
般
若
経
、
百
部
法
華
経
、

方
廣
経
、
功
徳
荘
厳
王
経
、
仏
頂
経
、
大
宝
積
経
、
さ
ら
に
東
宮
雑
経
な
ど
と
称

さ
れ
る
、
皇
太
子
阿
倍
内
親
王
の
指
示
に
よ
る
写
経
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

福
寿
寺
大
般
若
経
に
つ
い
て
は
、
食
料
申
請
解
等
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
百
部

法
華
経
に
つ
い
て
は
経
師
手
実
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
内
容
を
把

握
し
や
す
い
が
、
他
の
外
写
経
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
史
料
し
か
残
さ
れ
て
お
ら

ず
、
詳
細
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
大
宝
積
経
書
写
に
関
す
る
文
書
に

つ
い
て
は
、
本
誌
三
号
参
照
。

b
‐
１

福
寿
寺
大
般
若
経

福
寿
寺
大
般
若
経
と
は
、
福
寿
寺
に
納
め
る
た
め
に
書
写
さ
れ
た
大
般
若
経
一

部
六
〇
〇
巻
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
写
経
に
つ
い
て
は
﹇
栄
原
一
九
八
五
﹈
に
詳

し
い
。
栄
原
氏
に
よ
る
と
こ
の
大
般
若
経
は
紫
紙
金
泥
経
で
あ
り
、
黄
紙
墨
書
を

原
則
と
す
る
五
月
一
日
経
の
大
般
若
経
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
、
関
連
文
書
の

検
討
か
ら
も
こ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
本
経
は
天
平
十
年
三
月
に
写
経
司
が
興

福
寺
僧
慈
訓
よ
り
借
り
受
け
た
も
の
で
（
七
‐
１６６
〜
１６７
、
本
誌
三
号
既
出
）、
同

年
四
〜
五
月
以
降
、
一
六
四
巻
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
福

寿
寺
大
般
若
経
の
書
写
を
示
す
史
料
は
天
平
十
一
年
七
月
末
〜
八
月
初
ま
で
途
絶

え
、
代
わ
り
に
天
平
十
一
年
四
月
前
後
に
写
経
司
か
ら
行
信
や
北
大
家
に
大
般
若

経
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
大
般
若
経
は
写
経
司
が
慈
訓

か
ら
借
り
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
経
を
外
部
に
貸
し
出
し
た
た
め
、
一

時
的
に
写
経
が
中
断
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
が
十
一
年
七
月
頃
に
返
却

さ
れ
て
書
写
が
再
開
、
同
年
十
〜
十
一
月
初
に
は
書
写
が
終
了
し
、
同
時
期
に
校

経
も
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
福
寿
寺
大
般
若
経
の
本
経
で
あ
る
慈
訓
所

持
経
は
、
十
一
年
十
一
月
以
降
に
書
写
が
開
始
さ
れ
た
五
月
一
日
経
の
本
経
に
も

用
い
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

福
寿
寺
に
関
し
て
は
﹇
栄
原
一
九
八
四
・
一
九
八
五
﹈
に
よ
り
天
平
十
年
三
月

頃
に
造
営
開
始
も
し
く
は
立
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

寺
に
納
め
る
大
般
若
経
が
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
司
で
書
写
さ
れ
、
天
平
十
三
年

に
至
っ
て
は
、
写
経
所
が
福
寿
寺
に
移
さ
れ
て
「
福
寿
寺
写
一
切
経
所
」
と
称
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
皇
后
宮
職＝

光
明
皇
后
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
寺
院
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
福
寿
寺
と
金
鐘
寺
、
さ
ら
に
は
金
光
明
寺
、
東
大

寺
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
福
寿
寺
が
東
大
寺
の
前
身
寺
院
の
一
つ

で
あ
っ
た
点
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。﹇
吉
川
二
〇
〇
〇
﹈
で
は
、
実
地
踏
査
に

基
づ
く
考
古
学
的
知
見
や
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
文
献
的
考
察
を
通
じ
、
東
大

寺
境
内
の
寺
院
遺
跡
で
あ
る
「
東
大
寺
丸
山
西
遺
跡
」
の
上
院
地
区
の
遺
構
を
福

寿
寺
跡
に
比
定
し
て
い
る
。

な
お
福
寿
寺
大
般
若
経
書
写
事
業
に
関
連
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
誌

三
号
で
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
本
稿
が
対
象
と
す
る
天
平
十
一
年
の
文
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書
に
限
っ
て
あ
げ
れ
ば
、〔
５
‐
１
・
２
〕、〔
７
〕、〔
１１
〕、〔
１２
‐
１
・
２
〕、

〔
２２
‐
１
‐
２
・
３
〕、〔
２９
〕、〔
３１
〕、〔
３２
〕
と
な
る
。

b
‐
２

百
部
法
華
経

こ
の
外
写
に
つ
い
て
も
﹇
栄
原
一
九
九
三
﹈
に
詳
し
い
。
栄
原
氏
に
よ
る
と
、

こ
の
法
華
経
は
九
九
部
が
白
紙
、
一
部
が
紫
紙
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
白
紙
・
紫

紙
そ
れ
ぞ
れ
別
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

白
紙
九
九
部
に
つ
い
て
は
天
平
十
一
年
四
月
十
五
日
写
経
司
啓
案
（
二
‐
１６１
〜

１６６
、
本
誌
三
号
既
出
）
に
、
使
用
し
た
物
資
・
銭
や
従
事
し
た
経
師
・
校
生
・
装

潢
の
名
と
各
自
へ
の
布
施
支
給
額
が
記
載
さ
れ
、〔
１０
〕
法
華
経
経
師
手
実
帳
に

対
応
し
て
い
る
。
紫
紙
一
部
の
書
写
に
関
し
て
も
天
平
十
一
年
四
月
二
十
五
日
写

経
司
啓
案
（
二
‐
１６６
〜
１６７
、
本
誌
三
号
既
出
）
に
同
様
の
報
告
が
見
え
る
。

ま
た
白
紙
・
紫
紙
双
方
を
合
わ
せ
た
百
部
分
の
決
算
報
告
と
し
て
は
、
天
平
十

一
年
四
月
の
写
経
司
啓
案
（
七
‐
２５５
〜
２６２
、
本
誌
三
号
既
出
）
が
あ
り
、
こ
の
草

案
と
思
し
き
写
経
司
解
案
が
二
通
（
十
三
‐
９２
〜
９６
、
本
誌
三
号
既
出
と
〔
９
〕）

と
、
さ
ら
に
そ
の
草
案
と
思
し
き
写
経
司
解
案
（〔
８
〕、
十
三
‐
９２
〜
９６
の
草

案
）
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
当
百
部
法
華
経
は
天
平
十
一
年
四
月
中
に
完

成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

c

北
大
家
（
北
家
）
写
経
事
業

天
平
十
一
年
関
連
文
書
の
中
に
は
、
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
事
業
の
み
な
ら
ず
、

北
大
家＝

藤
原
北
家
（
故
房
前
家
）
の
写
経
事
業
関
連
文
書
も
見
ら
れ
る
。
北
大

家
写
経
事
業
に
つ
い
て
は
﹇
栄
原
一
九
九
五
﹈
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
栄
原
氏
に

よ
れ
ば
、
こ
の
北
大
家
写
経
事
業
は
光
明
皇
后
の
支
援
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、

天
平
十
一
年
春
頃
か
ら
確
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
に
北
大
家
で
は
一
切

経
の
書
写
が
企
て
ら
れ
、
こ
れ
が
天
平
十
五
年
（
七
四
三
）
八
月
に
元
興
寺
に
納

め
ら
れ
た
元
興
寺
北
宅
一
切
経
で
あ
り
、
藤
原
北
夫
人
（
房
前
娘
）
発
願
一
切
経

と
同
一
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
写
経
司
か
ら
大
般
若
経
を
借
り
出
し
、
書
写
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

〔
５
‐
２
〕、〔
１１
〕
や
、
皇
后
宮
職
か
ら
写
経
用
紙
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
〔
７
〕、〔
４３
‐
２
〕
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

個
別
文
書
の
検
討

〔
５
〕
皇
后
宮
職
に
よ
る
大
般
若
経
貸
与
の
際
の
記
録
。﹇
栄
原
一
九
八
五
﹈
に
よ

れ
ば
、
こ
の
大
般
若
経
は
天
平
十
年
三
月
十
一
日
に
皇
后
宮
職
が
慈
訓
よ
り
借

用
し
（
七
‐
１６６
〜
１６７
、
本
誌
三
号
既
出
）、
福
寿
寺
大
般
若
経
の
本
経
と
し
て

用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
般
若
経
が
、
皇
后
宮
職
か
ら
さ
ら
に
他
機
関
へ

貸
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〔
５
‐
１
〕
は
、
も
と
は
皇
后
宮
職
か
ら
行
信
に
大
般
若
経
を
貸
与
し
た
際

の
送
り
状
で
、
行
信
の
も
と
か
ら
経
典
が
返
却
さ
れ
る
際
に
、
行
信
に
よ
る
追

筆
が
行
わ
れ
、
皇
后
宮
職
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
貸
与
・

返
却
さ
れ
た
の
は
全
六
十
帙
の
う
ち
五
十
六
帙
で
、
第
四
十
帙
に
は
三
巻
の
欠

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
貼
り
継
が
れ
る
〔
５
‐
２
〕
は
、
北
大
家
写

経
所
に
よ
る
大
般
若
経
の
受
取
状
で
あ
る
が
、
こ
の
時
貸
与
さ
れ
た
の
も
五
十

六
帙
で
あ
り
、
第
四
十
帙
に
三
巻
の
欠
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
信
か
ら
皇
后
宮

職
に
返
却
さ
れ
た
大
般
若
経
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
行

信
に
よ
る
追
筆
は
四
月
三
十
日
で
あ
り
、
北
大
家
写
経
所
の
受
取
状
の
日
付
も

同
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
返
却
後
す
ぐ
に
貸
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
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以
上
と
は
別
に
Z
４５
�
に
所
在
す
る
〔
１１
〕
も
北
大
家
写
経
所
か
ら
皇
后
宮

職
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
、﹇
栄
原
一
九
八
五
・
九
五
﹈
は
こ
の
文
書
を
大
般

若
経
四
帙
分
の
受
取
状
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
前
に
借
用
し
て
い
た
五
十

六
帙
分
と
あ
わ
せ
、
大
般
若
経
全
六
十
帙
が
北
大
家
写
経
所
に
貸
与
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
伴
い
、
前
回
借
用
し
た
五
十
六
帙
の
う
ち
、

第
四
十
帙
に
三
巻
分
の
欠
巻
（
第
八
・
九
・
十
巻
）
が
あ
る
こ
と
を
、
返
抄
作

成
時
に
ど
の
よ
う
に
処
理
す
れ
ば
よ
い
の
か
も
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
皇
后
宮
職
は
全
六
十
帙
分
を
ま
と
め
た
返
抄
の
作
成
を
北
大
家
写
経
所

に
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
正
式
な
返
抄＝

受
取
状
は
六
十
帙
分
ま
と
め
た

形
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
〔
５
〕
と
〔
１１
〕
は
所
在
を
異
に
す
る
が
、
内
容
的
に
本
来
は
同

一
の
帳
簿
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
〔
１０
〕
の
手
実

帳
E
の
所
見
で
触
れ
る
よ
う
に
、〔
５
〕
は
天
平
十
一
年
四
月
の
百
部
法
華
経

経
師
手
実
と
接
続
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
お
り
、
判
断
が
困
難
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
今
回
は
一
応
〔
５
〕、〔
１１
〕
そ
れ
ぞ
れ
を
別
文
書
と
し
て
扱
い
整
理

し
た
。

〔
１０
〕
外
写
と
し
て
行
わ
れ
た
百
部
法
華
経
の
経
師
の
手
実
を
貼
り
継
い
だ
手
実

帳
（
四
月
）
で
あ
る
。
こ
の
手
実
に
見
え
る
経
師
は
、
同
写
経
の
関
連
文
書
で

あ
る
天
平
十
一
年
四
月
十
五
日
写
経
司
布
施
文
案
（
二
‐
１６１
〜
１６６
）
に
見
え
る

経
師
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
な
お
当
該
写
経
は
四
月
二
十
五
日
に
は
終
了
し
て
い

る
（
天
平
十
一
年
四
月
二
十
五
日
写
経
司
布
施
文
案
、
二
‐
１６６
〜
１６７
）。
四
月

十
五
日
・
二
十
五
日
の
写
経
司
布
施
文
案
に
つ
い
て
は
、
本
誌
三
号
参
照
。

こ
の
手
実
は
布
施
支
給
等
終
了
後
、
同
年
中
に
様
々
な
形
で
二
次
利
用
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
状
で
は
手
実
と
し
て
は
分
散
し
て
お
り
、
二
次
利
用

の
内
容
に
よ
っ
て
六
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
本
来
こ
れ
ら
の
手
実
は
同
一
の
手
実

帳
を
構
成
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
今
回
は
法
華
経
経
師
手
実
帳
A
〜
F
と
し
て

整
理
し
た
。

手
実
帳
A
・
B
（
ZZ
３
‐
１
〈
２０
〉
〜
〈
４
〉
裏
）
の
紙
背
は
〔
１２
〕
に
二

次
利
用
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
〔
１２
〕
が
本
来
は
東
院
写
一
切
経
所

受
物
帳
（
‐
１
）
と
写
経
司
解
案
（
‐
２
）
の
別
々
の
文
書
だ
っ
た
の
を
、
天

平
十
三
年
段
階
で
貼
り
継
い
だ
と
い
う
経
緯
を
考
慮
し
、
‐
２
に
二
次
利
用
さ

れ
た
手
実
帳
A
と
‐
１
に
二
次
利
用
さ
れ
た
手
実
帳
B
の
二
つ
に
分
け
て
整
理

し
た
。

手
実
帳
C
（
ZZ
２４
‐
５
〈
３６
〉
〜
〈
３２
〉
裏
＋
ZZ
２６
‐
１
〈
４
〉
〜
〈
１
〉

裏
）・
D
（
ZZ
２６
‐
１
〈
１１
〉
〜
〈
５
〉
裏
）
の
紙
背
は
天
平
十
一
年
七
〜
十

二
月
の
写
経
校
帳
〔
２０
〕
に
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
。
手
実
帳
C
に
つ
い
て
は
、

二
次
利
用
面
の
校
帳
（〔
２０
〕）
の
内
容
か
ら
、
ZZ
２４
‐
５
〈
３２
〉
裏
と
ZZ
２６
‐

１
〈
４
〉
裏
が
本
来
同
一
紙
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
次
利
用
面
の
手
実
も
接

続
す
る
と
判
断
し
た
（〔
２０
〕
の
所
見
参
照
）。

手
実
帳
E
（
ZZ
２３
‐
４
〈
１
〉
〜
〈
２
〉）
の
紙
背
は
二
次
利
用
さ
れ
た
形

跡
は
な
い
。
こ
の
断
簡
の
前
後
は
新
補
紙
で
あ
り
、
前
後
の
接
続
関
係
は
不
明

で
あ
る
が
、
第
一
紙
（
‐
５
‐
１
）
の
冒
頭
一
行
目
「
安
刀
息
人
奉
写
経
合
壱

拾
弐
巻
」
の
残
画
と
思
し
き
も
の
が
〔
１１
〕
の
端
裏
に
残
っ
て
い
る
。〔
１１
〕

は
皇
后
宮
職
に
宛
て
た
天
平
十
一
年
五
月
の
北
大
家
写
経
所
啓
で
あ
る
が
、
も

し
こ
の
両
者
が
貼
り
継
が
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
手
実
帳
E
（
表
・
手
実
面
）

の
右
に
〔
１１
〕
裏
（
空
）
が
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
〔
１１
〕
表
か
ら

見
れ
ば
、
北
大
家
写
経
所
啓
の
右
に
手
実
帳
E
の
裏
（
空
）
が
接
続
す
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
両
者
は
内
容
的
に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
く
、
貼
り
継
が
れ
て

い
た
と
す
る
と
、
片
方
の
表
面
の
右
に
も
う
片
方
の
裏
面
（
空
）
が
貼
り
継
が

れ
る
と
い
う
極
め
て
不
自
然
な
形
態
と
な
る
。
こ
の
両
者
が
貼
り
継
が
れ
て
い
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た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
現
段
階
で
は
判
断
を
保
留
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。

手
実
帳
F
（
ZZ
２４
‐
５
〈
５
〉
〜
〈
３
〉
裏
）
の
紙
背
は
天
平
十
一
年
七
月

に
左
右
衛
士
府
に
宛
て
た
皇
后
宮
職
移
案
（〔
１５
‐
１
・
２
〕）
に
二
次
利
用
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
手
実
帳
に
は
共
通
し
て
「
合
」
字
の
追
筆
が
見
ら
れ
、
各
経
師
の

報
告
内
容
に
勘
検
が
加
え
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。「
疑
」
字
を
記

さ
れ
た
り
、
数
値
の
訂
正
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
手
実
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
一
つ
の
手
実
に
複
数
の
人
物
の
業
務
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も

見
ら
れ
る
が
、
勘
検
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
合
」
字
は
各
手
実
に
一
つ

が
原
則
で
あ
り
、
手
実
冒
頭
に
名
前
が
記
さ
れ
る
人
物
が
責
任
者
と
な
っ
て
割

り
当
て
ら
れ
た
経
巻
を
分
け
合
い
、
書
写
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
同
一
手
実
に
複
数
人
の
業
務
内
容
が
記
さ
れ
て
い
て
も
、
一
つ
の
手
実

と
し
て
扱
っ
た
。

〔
１２
〕
往
来
軸
「
受
物
案
文
」、「
天
平
十
一
年
六
月
三
日
」
を
持
つ
（
左
軸
）。
現

状
表
面
第
一
紙
に
付
箋
「
五
ノ
十
四
」
が
あ
り
未
修
目
録
の
６４
「
一

受
物
案

文

天
平
十
一
年
二
月
三
日

同
（
壱
巻
）

廿
枚
」
に
対
応
す
る
。
し
た

が
っ
て
本
文
書
の
現
状
は
奈
良
時
代
以
来
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
書
は
内
容
上
第
一
紙
〜
十
二
紙
の
東
院
写
一
切
経
所
受
物
帳
（
‐
１
）

と
第
十
三
〜
二
十
紙
の
写
経
司
解
案
（
‐
２
）
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者

は
天
平
十
一
年
六
月
〜
十
三
年
閏
三
月
ま
で
の
東
院
写
一
切
経
所
に
お
け
る

銭
・
物
品
の
受
納
と
用
途
を
記
録
し
た
帳
簿
で
あ
り
、
後
者
は
〔
１４
‐
１３
〕

（
天
平
十
一
年
八
月
の
経
師
以
下
の
食
料
の
用
残
報
告
）
と
数
値
が
一
致
す
る

こ
と
か
ら
、
八
月
の
食
料
の
用
残
報
告
の
解
案
で
あ
る
。〔
１４
‐
１３
〕
と
異
な

り
、
福
寿
寺
大
般
若
経
に
関
す
る
経
費
の
報
告
も
付
随
し
て
い
る
。

本
文
書
の
紙
背
は
、
‐
１
東
院
写
一
切
経
所
受
物
帳
（
第
一
紙
〜
十
二
紙
）

に
相
当
す
る
部
分
は
、
外
写
で
あ
る
天
平
十
一
年
四
月
の
百
部
法
華
経
書
写
に

関
す
る
写
経
司
解
案
（〔
８
〕）
と
同
経
の
経
師
手
実
帳
（〔
１０
‐
２
〕）
と
な
っ

て
お
り
、
十
一
年
四
月
の
文
書
を
二
次
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
‐
１

は
十
三
年
閏
三
月
ま
で
の
記
述
を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
立
は
十
三

年
閏
三
月
以
降
と
な
る
。
追
い
込
み
式
で
記
載
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
十
三
年

の
段
階
で
ま
と
め
て
記
入
さ
れ
た
の
か
は
判
断
が
難
し
い
が
、
現
状
表
面
の
第

九
紙
〜
十
二
紙
が
空
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
順
次
追
い
込
み
式
で
記
載
す

る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
方
、
‐
２
写
経
司
解
案
（
第
十
三
〜

二
十
紙
）
の
紙
背
は
‐
１
と
同
じ
法
華
経
経
師
手
実
帳
（〔
１０
‐
１
〕）
で
あ
る
。

未
修
目
録
に
よ
れ
ば
、
‐
１
・
‐
２
は
奈
良
時
代
以
来
貼
り
継
が
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
表
面
の
第
九
〜
十
二
紙
が
空
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
こ
の
二
つ
は
天
平
十
三
年
閏
三
月
以
降
に
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
貼

り
継
が
れ
て
保
管
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
１４
〕
往
来
軸
「
受
月
食
案
文
」、「
天
平
十
一
年
」
を
持
つ
（
左
軸
）。
現
状
は
ZZ

１７
‐
２
と
し
て
全
十
九
紙
か
ら
な
る
が
、
冒
頭
の
第
一
紙
・
第
二
紙
（〔
２２
‐

３
‐
１
・
２
〕）
と
第
三
紙
以
降
は
新
補
紙
を
挟
ん
で
継
が
れ
て
お
り
、
本
来

は
別
断
簡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
表
面
は
、
天
平
十
一
年
七
月
初
〜
十
二
年
二
月
末
ま
で
の
写
経
司
解
案

が
十
五
通
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、
内
容
は
写
経
事
業
に
従
事
す
る
経
師
・
校

生
・
装
潢
の
他
、
写
経
司
で
勤
務
す
る
舎
人
や
火
頭
・
女
竪
・
婢
等
に
対
す
る

食
料
を
申
請
す
る
解
と
、
支
給
を
受
け
た
食
料
の
使
用
量
と
残
量
（
用
残
）
を

報
告
す
る
解
の
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
前
者
は
前
月
末
も
し
く
は
当
月
の
初
め

に
、
後
者
は
当
月
末
も
し
く
は
翌
月
初
め
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
案
文

を
「
受
月
食
案
文
」
と
し
て
貼
り
継
ぎ
、
食
料
受
給
記
録
の
控
え
と
し
て
保
管
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し
た
の
で
あ
ろ
う
。

紙
背
は
概
ね
空
で
あ
り
、「
受
月
食
案
文
」
と
し
て
の
成
立
後
、
他
へ
の
転

用
は
見
ら
れ
な
い
。
紙
背
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
表
面
の
草
案
や
書

き
損
じ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
‐
１２
の
紙
背
に
当
た
る
〔
２９
〕
は

〔
１２
‐
２
〕
の
草
案
と
考
え
ら
れ
異
質
で
あ
る
。
な
お
〔
２９
〕・〔
１２
‐
２
〕
は

天
平
十
一
年
写
経
司
解
案
（
七
‐
１７３
〜
１７５
、
本
誌
三
号
既
出
）
と
も
数
値
が
一

致
し
、
福
寿
寺
大
般
若
経
書
写
の
関
連
史
料
と
し
て
重
要
で
あ
る
（﹇
栄
原
一

九
八
五
﹈）。

〔
１５
〕
皇
后
宮
職
が
作
成
し
、
左
右
衛
士
府
・
式
部
省
・
散
位
寮
に
差
し
出
さ
れ

た
移
の
案
文
。
天
平
十
一
年
四
月
の
百
部
法
華
経
経
師
手
実
帳
（〔
１０
‐
６
〕）

や
同
年
二
月
の
写
経
司
解
案
（〔
３
〕）
等
の
紙
背
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
第
三

紙
の
付
箋
「
廿
四
ノ
七
」
は
未
修
目
録
４５３
「
一

皇
后
宮
職
移

同
（
壱
巻
）

六
枚
」
に
対
応
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
五
枚
し
か
確
認
で
き
ず
、
五
枚
目

（
ZZ
２４
‐
５
〈
７
〉）
は
奥
が
切
断
さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
皇
后
宮
職
か
ら
写
経

司
に
関
連
し
、
他
の
官
司
に
対
し
て
出
さ
れ
た
事
務
連
絡
の
移
案
を
ま
と
め
た

継
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
１９
〕
天
平
十
一
年
七
月
下
番
か
ら
十
二
月
上
番
ま
で
の
、
主
に
五
月
一
日
経
に

関
す
る
校
生
の
手
実
を
貼
り
継
い
だ
手
実
帳
で
あ
る
。
現
状
で
は
小
川
広
巳
氏

旧
蔵
分
（
現
在
国
有
、『
正
倉
院
文
書
拾
遺
』
１１
文
書
）
と
ZZ
２５
‐
１
に
分
か

れ
て
所
在
し
て
い
る
。
拾
遺
１１
に
は
往
来
軸
「
校
生
校
紙
」、「
天
平
十
一
年
七

月
」（
現
状
で
は
文
書
と
分
離
）
が
あ
り
、
奈
良
時
代
以
来
の
形
態
を
残
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ZZ
２５
‐
１
の
方
は
、
付
箋
の
状
態
か
ら
成
巻
時
に
複

数
の
断
簡
を
貼
り
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
拾
遺
１１
を
手

実
帳
A
と
し
、
ZZ
２５
‐
１
に
関
し
て
は
、
付
箋
に
よ
っ
て
手
実
帳
B
〜
H
に
分

け
て
整
理
し
た
。

手
実
の
内
容
は
、
校
生
各
自
の
校
紙
数
を
報
告
す
る
も
の
で
、
原
則
具
体
的

な
経
典
名
は
挙
げ
ら
れ
な
い
が
、
ま
れ
に
記
入
さ
れ
る
経
典
名
は
、
外
写
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
な
お
手
実
帳
H
の
土
師
真
木
島
や
大
宅
諸
上
の
手
実
に
は
勘

出
状
も
付
属
し
て
お
り
（
‐
８
‐
１０
〜
１４
）、
校
経
内
容
の
詳
細
が
分
か
る
が
、

例
外
的
で
あ
る
。
手
実
に
は
校
生
の
身
近
に
あ
る
用
紙
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で

あ
り
、
紙
背
に
「
秦
」
な
ど
の
注
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
に
触
れ
る

〔
２１
〕
同
様
端
継
紙
が
二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

手
実
に
は
追
筆
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
ま
り
明
確
な
統
一
性
や
傾
向
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
朱
に
よ
る
追
筆
が
多
く
、「
合
」
字
や
校
経
数
・
布
施

支
給
額
等
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朱
に
よ
る
追
筆
は
校
経
内
容
の
勘
検

に
よ
る
校
経
数
の
確
定
と
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
布
施
額
の
算
出
作
業
に
お
い
て

加
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
手
実
や
追
筆
の
内
容
は

〔
２０
〕
写
経
校
帳
と
一
致
し
て
お
り
、
当
手
実
帳
を
も
と
に
し
て
写
経
校
帳
が

作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
墨
に
よ
る
「
合
」
字
等
の
追
筆
は

校
帳
作
成
時
に
記
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

〔
２０
〕
天
平
十
一
年
七
〜
十
二
月
の
五
月
一
日
経
他
の
写
経
校
帳
。
当
該
時
期
の

各
校
生
ご
と
の
校
経
数
を
列
記
し
、「
合
」
字
や
布
施
支
給
額
等
の
追
筆
が
見

ら
れ
る
。

現
状
で
は
ZZ
２６
‐
１
と
ZZ
２４
‐
５
に
分
か
れ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来

は
同
一
の
帳
簿
を
構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ZZ
２６
‐
１
の
現

状
は
、
必
ず
し
も
奈
良
時
代
そ
の
ま
ま
の
接
続
で
は
な
く
、
ZZ
成
巻
時
に
同
内

容
の
断
簡
を
貼
り
継
い
で
い
る
。
特
に
〈
３
〉・〈
４
〉
と
〈
５
〉
の
間
に
は
大

き
な
欠
損
が
見
ら
れ
る
。

〈
４
〉
は
〈
３
〉
の
左
端
上
下
に
各
々
微
存
す
る
二
つ
の
紙
片
の
こ
と
で
あ

る
が
、
上
部
の
紙
片
に
は
わ
ず
か
に
「
校
紙
」
の
二
文
字
が
読
み
取
れ
る
。
現
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状
で
は
そ
れ
に
続
け
て
〈
５
〉
が
貼
り
継
が
れ
て
い
る
が
、〈
５
〉
に
付
箋

「
廿
五
帙
四
巻
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
未
修
古
文
書
段
階
で
は

〈
５
〉
以
降
は
別
断
簡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
同
じ
写
経
校
帳
の
断
簡
で
あ
る
ZZ
２４
‐
５
〈
３２
〉
冒
頭
は
、
大
き

く
欠
損
し
て
い
る
が
、
上
部
の
欠
損
部
の
下
に
は
「
二
百
十
枚

銭
卌
二
文
」

と
見
え
る
。
こ
れ
に
続
き
十
月
下
番
の
校
経
数
と
布
施
支
給
額
（
一
二
二
文
）

等
の
注
記
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
二
百
十
枚

銭
卌
二
文
」
と
い
う

数
値
は
某
校
生
の
九
月
の
校
経
数
と
布
施
支
給
額
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
天
平
十
一
年
に
は
本
文
書
に
対
応
す
る
校
生
手
実
帳
（〔
１９
〕）
が
残
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
参
照
す
る
と
、
辛
国
人
成
が
九
月
に
四
二
文
、
十
月
に
一
二

二
文
の
布
施
を
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
ZZ
２４
‐

５
〈
３２
〉
の
記
載
は
辛
国
人
成
の
校
経
内
容
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
先
に
指
摘
し
た
ZZ
２６
‐
１
〈
３
〉・〈
４
〉
で
あ
る
。

〈
３
〉
は
辛
国
人
成
の
七
・
八
月
の
校
経
数
に
続
き
、
九
月
の
校
経
数
を
記
し

た
所
で
欠
損
し
て
い
る
。
こ
こ
に
ZZ
２４
‐
５
〈
３２
〉
を
あ
て
は
め
る
と
、
内
容

上
は
矛
盾
せ
ず
に
接
合
す
る
。
ま
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
紙
焼
写
真
で
確
認

す
る
と
、
ZZ
２４
‐
５
〈
３２
〉
冒
頭
上
部
の
欠
損
部
分
に
、
ZZ
２６
‐
１
〈
４
〉
と

さ
れ
る
上
部
の
紙
片
「
校
紙
」
が
接
合
す
る
よ
う
に
見
え
、
物
理
的
に
も
接
続

が
確
認
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ZZ
２６
‐
１
〈
４
〉
と
ZZ
２４
‐
５

〈
３２
〉
は
本
来
同
一
紙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
よ
り
ZZ
２６
‐
１
〈
１
〉
〜
〈
４
〉
と
ZZ
２４
‐
５
〈
３２
〉
〜
〈
３６
〉
の
二

つ
の
断
簡
の
接
続
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
を
写
経
校
帳
A
と
し
た
。
以
下
、
ZZ

２６
‐
１
〈
５
〉
以
降
は
付
箋
や
端
裏
書
を
基
準
に
B
〜
D
の
三
断
簡
に
整
理
し

た
。

〔
２１
〕
主
に
五
月
一
日
経
書
写
に
関
す
る
経
師
の
手
実
を
貼
り
継
い
だ
手
実
帳
で

あ
る
。
往
来
軸
「
用
紙
進
文
」、「
天
平
十
一
年
八
月
」（
右
軸
）
を
持
ち
、
現

状
で
は
一
七
五
紙
か
ら
成
る
が
、
付
箋
の
状
況
か
ら
、
現
状
は
ZZ
成
巻
時
に
三

つ
の
断
簡
が
貼
り
継
が
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
五
月

一
日
経
経
師
手
実
帳
A
〜
C
と
し
て
整
理
し
た
。

手
実
の
内
容
は
、
経
師
各
自
が
半
月
分
の
仕
事
量
（
写
経
数＝

用
紙
数
）
を

報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
（
七
月
下
番
〜
十
二
月
上
番
）、
手
実
の
内
容
を
勘

検
し
た
後
、
手
実
を
も
と
に
布
施
申
請
解
が
作
成
さ
れ
、
布
施
の
支
給
に
至
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

手
実
に
使
わ
れ
る
用
紙
に
は
、
写
経
用
紙
な
ど
、
経
師
の
身
近
に
あ
る
紙
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
手
実
面
を
表
と
し
た
場
合
の
奥
裏
に
、「
秦
」、「
薗
」
と

い
っ
た
文
字
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
装
潢
に
よ
る
書
き
込
み
と
考

え
ら
れ
、
端
継
紙
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
（﹇
大
平
一
九
九
八
﹈）。

紙
背
は
概
ね
空
で
あ
る
が
、
表
面
の
手
実
の
草
案
の
他
、
上
日
注
文
〔
５４
〕
や

校
紙
注
文
〔
５６
〕
等
も
若
干
見
ら
れ
る
。
中
に
は
〔
２４
〕
の
よ
う
に
写
経
司
解

案
の
紙
背
を
手
実
に
二
次
利
用
し
て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
表
面
の
手

実
（
‐
１
‐
２９
〜
３２
）
は
四
名
分
の
写
経
内
容
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何

ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
経
師
自
身
で
は
な
く
、
写
経
司
の
事
務
担
当
者
が
四
名

分
の
手
実
を
解
案
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

（﹇
大
平
一
九
九
八
﹈）、
当
該
手
実
帳
に
お
い
て
は
や
や
異
質
な
存
在
と
い
え
る
。

経
師
手
実
の
書
式
を
通
時
的
に
考
察
し
た
﹇
大
平
一
九
九
八
﹈
で
は
、
当
該

期
の
手
実
を
、
天
平
十
一
年
七
月
下
番
〜
八
月
上
番
ま
で
の
�
期
と
、
八
月
下

番
〜
天
平
十
三
年
九
月
ま
で
の
�
期
と
に
分
類
し
、
�
期
で
は
統
一
性
の
見
ら

れ
な
か
っ
た
手
実
の
書
式
が
、
�
期
に
な
る
と
、
経
師
各
自
が
割
り
当
て
ら
れ

た
経
典
名
と
巻
数
を
挙
げ
た
上
で
、
そ
の
う
ち
書
写
が
終
了
し
た
巻
数
を
記
載

す
る
と
い
う
、
写
経
の
進
捗
状
況
が
把
握
し
や
す
い
書
式
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
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に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
手
実
帳
に
は
複
数
段
階
に
わ
た
る
追
筆
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
追
筆

は
朱
に
よ
る
も
の
と
、
墨
に
よ
る
も
の
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
朱
に
よ
る
追

筆
に
は
、
A
�「
合
」
字
の
ほ
か
、
B
�
写
経
紙
数
（
用
紙
数
）
と
布
施
額
、

C
�
数
値
の
訂
正
や
注
記
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
十
月
下
番
に
は
「
合
」
字
が
全

く
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
時
期
に
よ
る
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
七
月
下
番
〜

十
二
月
上
番
ま
で
、
概
ね
A
〜
C
の
よ
う
な
文
言
が
朱
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
墨
に
よ
る
追
筆
に
は
a
�「
合
」
字
、
b
�「
勘
了
人
成
」
な
ど
の
辛
国

人
成
に
よ
る
勘
検
文
言
、
c
�
注
記
な
ど
が
見
ら
れ
、
十
一
月
下
番
以
降
に
な

る
と
、
d
�「
読
」
字
の
書
き
込
み
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
九
月

下
番
〜
十
月
下
番
に
か
け
て
は
、「
合
」
字
が
見
え
な
く
な
る
代
わ
り
に
「
勘

了
」
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
異
同
は
見
ら
れ
る
が
、
概

ね
a
〜
c
の
追
筆
は
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
追
筆
の
意
味
や
記
載
順

序
等
は
必
ず
し
も
明
確
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
以
下
に
試
案
を
提
示
し

て
お
き
た
い
。

ま
ず
、「
合
」
字
の
追
筆
が
朱
・
墨
双
方
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二

つ
は
そ
れ
ぞ
れ
別
段
階
・
別
目
的
で
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
追
筆
は
、
朱
で
行
わ
れ
た
段
階
と
、
墨
で
行
わ

れ
た
段
階
の
二
つ
に
大
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
見
た
場
合
、
経
師
各
自
の
自
己
申
告
で
あ
る
手
実
の
内

容
を
勘
検
し
て
写
経
数
を
確
定
し
、
そ
の
上
で
布
施
支
給
額
を
算
出
し
て
記
入

し
た
も
の
が
朱
に
よ
る
追
筆
B
・
C
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
A
の
「
合
」
字

は
こ
れ
ら
の
作
業
が
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
追
筆
と
理
解
で
き
よ
う
。

次
に
墨
に
よ
る
追
筆
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
が
、
a
の

「
合
」
字
と
b
の
辛
国
人
成
に
よ
る
勘
検
文
言
と
の
関
係
で
あ
る
。「
合
」
字
が

九
月
下
番
〜
十
月
下
番
ま
で
「
勘
了
」
に
代
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
合
」
字

も
何
ら
か
の
勘
検
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
段
階
で
内
容
の
異

な
る
二
つ
の
勘
検
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
勘
検
文
言
を
二
通
り
用
い
る
必
要

性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
a
と
b
が
同
時
に
行
わ
れ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
手
実
の
提
出
か
ら
布
施
支
給
に
至
る
過
程
で
必
要
と
さ
れ

る
勘
検
を
具
体
的
に
考
え
て
み
る
と
、
手
実
の
申
告
内
容
の
勘
検
と
、
布
施
申

請
解
を
作
成
す
る
際
の
手
実
と
の
対
応
関
係
の
勘
検
の
二
つ
が
想
定
さ
れ
、

a
・
b
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
具
体
的
な
責
任
者

を
明
示
す
る
b
は
、
よ
り
重
要
度
の
高
い
手
実
内
容
の
勘
検
に
か
か
わ
る
も
の

と
理
解
さ
れ
、
朱
に
よ
る
追
筆
と
一
連
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
a
や
c
は
布
施
申
請
解
の
作
成
に
際
し
て
の
追
筆
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
﹇
大
平
一
九
八
七
﹈
に
よ
る
と
、
十
一
月
下
番
以
降
に

見
ら
れ
る
d
�「
読
」
字
の
書
き
込
み
は
、
写
経
司
の
事
務
担
当
者
が
布
施
申

請
解
を
作
成
す
る
際
に
、
一
人
が
手
実
を
読
み
上
げ
、
別
の
一
人
が
筆
記
す
る

こ
と
で
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と

か
ら
も
b
を
除
く
墨
に
よ
る
追
筆
は
、
布
施
申
請
解
作
成
に
か
か
わ
る
も
の
で

あ
る
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
手
実
の
提
出
か
ら
布
施
支
給
に
至
る
手
実
へ
の
追
筆

過
程
は
、
�
手
実
の
提
出
、
�
手
実
内
容
の
勘
検
と
布
施
支
給
額
の
算
出
（
朱

に
よ
る
追
筆
A
〜
C
）、
�
辛
国
人
成
の
勘
検
（
b
）、
�
布
施
申
請
解
の
作
成

（
墨
に
よ
る
追
筆
a
・
c
・
d
）、
�
布
施
支
給
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

〔
２２
〕
写
経
司
に
よ
る
銭
の
請
求
と
そ
の
用
途
報
告
の
解
案
を
貼
り
継
ぐ
。
現
状

で
は
別
個
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
類
似
す
る
三
つ
の
断
簡
（
写
経
司

解
案
帳
A
〜
C
）
を
集
め
、
写
経
司
雑
解
文
案
と
し
た
（
‐
１
写
経
司
解
案
帳

A
の
往
来
軸
「
雑
解
文
案
」、「
天
平
十
一
」（
右
軸
）
に
よ
る
）。
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現
状
で
は
〔
１４
〕
の
冒
頭
に
新
補
紙
を
挟
ん
で
貼
り
継
が
れ
て
い
る
‐
３
写

経
司
解
案
帳
C
に
は
、
付
箋
「
十
一
ノ
四
」
が
あ
り
、
未
修
目
録
の
１３８
「
一

写
経
司
解

天
平
十
二
年
二
月
廿
九
日

二
枚
」
に
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て

未
修
古
文
書
段
階
で
は
‐
１
写
経
司
解
案
帳
A
や
‐
２
写
経
司
解
案
帳
B
も
既

に
切
り
離
さ
れ
、
ZK
や
Z
に
整
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
４３
〕
第
七
紙
に
付
箋
「
十
五
帙
八
巻
」
が
あ
り
、
未
修
目
録
２４７
「
一

写
経
目

録
「
高
王
観
世
音
経
十
巻
」
天
平
十
一
年
十
二
月

二
枚
」
に
対
応
す
る
こ
と

か
ら
、
‐
１
、
‐
２
の
接
続
は
奈
良
時
代
以
来
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。内

容
的
に
は
写
経
指
示
や
用
紙
申
請
の
文
書
で
あ
り
、
実
際
に
支
給
し
た
紙

数
等
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
二
通
の
み
で
判
断
が
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
文
書

を
貼
り
継
ぎ
保
管
す
る
こ
と
で
、
紙
の
支
給
記
録
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

有
富
純
也
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
十
二
年
・
天
平

十
三
年
―
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
五
、
二
〇
〇
一
年

飯
田
剛
彦
「
正
倉
院
事
務
所
所
蔵
『
正
倉
院
御
物
目
録

十
二
（
未
修
古
文
書
目

録
）』」（
一
）
〜
（
三
）『
正
倉
院
紀
要
』
二
三
〜
二
五
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇

〇
三
年

石
田
実
洋
・
須
原
祥
二
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
養
老
七

年
よ
り
天
平
十
年
ま
で
―
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
三
、
一

九
九
九
年

大
平
聡
「「
三
人
」
の
写
経
生
」『
桐
朋
学
園
大
学
研
究
紀
要
』
一
三
、
一
九
八
七

年

同
「
写
経
所
手
実
論
序
説
」『
古
代
中
世
史
料
学
研
究

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年

栄
原
永
遠
男
「
初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内

裏
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
四
年

同
「
福
寿
寺
大
般
若
経
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
四
五
〇
、
一
九
八
五
年

同
「
正
倉
院
文
書
研
究
の
課
題
」『
奈
良
時
代
の
写
経
と
内
裏
』
塙
書
房
、
二
〇

〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
三
年

同
「
北
大
家
写
経
所
と
藤
原
夫
人
発
願
一
切
経
」
前
掲
書
、
初
出
一
九
九
五
年

佐
々
田
悠
「
正
倉
院
文
書
写
経
機
関
関
係
文
書
編
年
目
録
―
天
平
勝
宝
六
年
よ
り

天
平
宝
字
元
年
ま
で
―
」『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
八
、
二
〇

〇
四
年

福
山
敏
男
「
奈
良
朝
に
於
け
る
写
経
所
に
関
す
る
研
究
」『
寺
院
建
築
の
研
究

中
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
二
年
、
初
出
一
九
三
三
年

皆
川
完
一
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」『
日
本
古
文
書
学

論
集

３

古
代
�
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
初
出
は
一
九
六
二
年

山
下
有
美
「
皇
后
宮
職
管
下
の
写
経
機
構
」『
正
倉
院
文
書
と
写
経
所
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
原
型
初
出
一
九
九
四
・
五
年

吉
川
真
司
「
東
大
寺
の
古
層
」『
南
都
仏
教
』
七
八
、
二
〇
〇
〇
年

〔
付
言
〕
本
目
録
は
、
か
つ
て
三
谷
芳
幸
氏
が
石
上
英
一
先
生
の
ゼ
ミ
で
報
告
し

た
も
の
を
土
台
と
し
、
磐
下
に
よ
る
再
報
告
を
経
た
上
で
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
三
谷
氏
の
知
見
を
参
考
に
し
つ
つ
も
、
文
責
は
磐
下
に

あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
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作成／発信→受信 大 日 古 文書の所在 次 紙背・他の利用 備 考

写経司 二―１５４～１５５、七

―１７１～１７３

ZB１８（１）（２）

写経司（→皇后宮職） 二―１５４～１５５ ZB１８（１） １ 紙背は空

泉木屋所（写経司）（→皇

后宮職）

二―１７１～１７２ ZB１８（２） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１７２～１７３ ZB１８（１）～（２） １ 紙背は空 ―１、―２を貼り継いだ後、そ

の間の空白に書き込んだ

写経司（→皇后宮職） 二―１５７～１５８ ZZ１７―３〈８〉 １ 紙背は空 付箋「二」、「二八ノ十二」

あり。未修目録５８７「一

合依開元目録応写一切経

云々 一枚」に対応

写経司（→皇后宮職） 七―２２４～２２５ ZZ２４―５〈６〉裏 １ 紙背は１５―３ 奥の異筆「同日処分令史

平群」は、事後写経司にお

いて、控えの案文に書き

込まれたか。あるいは処

分文言が書き込まれた正

文が写経司に戻された可

能性も想定される。前後

の接続については、１０―６、

１５参照

写経司 七―４１１～４１３ ZZ２４―５〈１１〉～〈１２〉 ２ 紙背は〈１１〉は空、〈１２〉は

天平１０．閏７．２９写経司舎

人上日注文（七 ―１８３～

１８４）

前後は新補紙。〈１２〉に付

箋「六 上」あり

皇后宮職（写経司） 七―２５４～２５５ ZZ４―２０〈１〉～〈２〉 〈２〉に付箋「四十五ノ六」

あり。未修目録１１４８「一

奉請大般若経五十六帙

云々 天平十一年四月

二枚」に対応。この大般若

経は天平１０．３．１１に皇后

宮職が慈訓より借用した

もの（七―１６６～１６７、本誌３

号既出）で、福寿寺大般若

経の本経に使用された

皇后宮職→行信→皇后宮

職

七―２５４～２５５ ZZ４―２０〈１〉 １ 紙背は空 第４０帙に３巻分の欠があ

る

北大家写経所→皇后宮職 七―２５５ ZZ４―２０〈２〉 １ 紙背は空 ―１と同じく第４０帙に３巻

分の欠が見られることか

ら、４．３０に行信から返却

された大般若経が、同日

中に北大家写経所に貸与

されたことが分かる
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文書番号 文 書 名 年 月 日 期間／作成 写経事業 文書機能・内容

１ 造写経殿料銭文 天平１１．１．２８ ～天平１１．６．２１ 写経殿（東院写一切

経所）建設に伴う出

納記録

―１ 写経司解案 天平１１．１．２８ 作成 写経殿（東院写一切

経所）建設料の申請

―２ 泉木屋所解案 天平１１．６．４ 作成 材木の購入内容の報

告

―３ 写経司解案 天平１１．６．２１ 作成 写経殿（東院写一切

経所）建設料の申請

２ 写経司啓案 天平１１．２．１３ 作成 五月一日経 開元釈教録による一

切経書写の進捗状況

を報告

３ 写経司解案 天平１１．２．２８ 作成 校生・舎人の人員派

遣を要請

４ 写経司舎人上日注文 （天平１１？．２） （～天平１１？．５以

降）

２～５月の舎人各自の

上日数を記載

５ 大般若経奉請帳 天平１１．４．１８ ～天平１１．４．３０ 皇后宮職による大般

若経の貸与記録

―１ 大般若経奉請文 天平１１．４．１８ 作成 皇后宮職から行信に

大般若経を貸与する

際の送り状。後日（４．

３０）返却の際に行信

が奥に追筆し、返却

の際の送り状として

も機能している

―２ 北大家写経所啓 天平１１．４．３０ 作成 北大家写経事業 北大家写経所が皇后

宮職から借用した大

般若経５６帙分の受取

状
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写経司（→皇后宮職） 二―１６９ ZB１６� １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１６７～１６８ Z４５� １ 端裏に「案文」（未収） 奥に残紙のうち、紫紙２３０

張を北大家に下賜する旨

の令旨（藤原八束宣）が追

記される。これが皇后宮

職においてなされた追記

であれば、正文と考えら

れるが、日下の市原王の

自署部分と同筆にも見え

ることから、写経司にお

いて案文に処分結果を書

き込んだ可能性も高い。

したがって案文と判断し

た（［栄原１９９５］は正文と

する）。なお北大家に下賜

された紙数は天平１１．５．２

写経司解案（七―１７６～１７７、

本誌３号既出）と数値が一

致する

写経司（→皇后宮職） 一三―８７～９１ ZZ３―１〈３〉～〈１〉裏 １ 紙背は１２―１ 天平１１．４写経司解案（七―

２５５～２６２）の草案（後半部

分）である天平１１．４写経

司解案（一三―９２～９６）の

草案。本誌３号参照

写経司（→皇后宮職） 二四―９２～９３ ZZ２４―５〈１７〉～〈１３〉

裏

１ 紙背は１８ 天平１１．４写経司解案（七―

２５５～２６２）の草案（前半部

分）。本誌３号参照

各経師→写経司 七―２４０～２５４、二

四―８７～８８、９２～

９５

ZZ３―１〈２０〉～〈４〉裏、

ZZ２３―４〈１〉～〈２〉、ZZ

２４―５〈３６〉～〈３２〉裏、

〈５〉～〈３〉裏、ZZ２６―１

〈１１〉～〈１〉裏

天平１１．４．１５写経司布施

文案（二―１６１～１６６）に見

える、法華経（外）の経師

が、―１～―６の手実に見え

る経師とほぼ一致する。

各断簡の接続関係は不明

であるが、本来は同一の

帳簿を構成したと考えら

れる。なお当該法華経の

書写は１１．４．２５には終了

している（天平１１．４．２５写

経司布施文案、二―１６６～

１６７。本誌３号参照）

各経師→写経司 七―２４０～２４３ ZZ３―１〈２０〉～〈１３〉裏 紙背は１２―２。紙背の使用

状況から、〈１２〉～〈４〉裏の

手実帳（―２）とは直接接続

しない

１２参照

牛養等→写経司 七―２４０ ZZ３―１〈２０〉裏 １ 紙背は１２―２ 牛養他３人分の報告

乙麻呂等→写経司 七―２４０ ZZ３―１〈１９〉裏 １ 紙背は１２―２ 乙麻呂他４人分の報告

佐土麻呂等→写経司 七―２４０～２４１ ZZ３―１〈１８〉裏 １ 紙背は１２―２ 佐土麻呂他１名分の報告

真足→写経司 七―２４１ ZZ３―１〈１７〉裏 １ 紙背は１２―２
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６ 写経司解案 天平１１．４．２６ 作成 浄衣の支給を申請

７ 写経司啓案 天平１１．４．２６ 作成 五月一日経、法華経

（外）、福寿寺大般若

経（外）他（、北大家写

経事業）

経典の書写に要した

用紙数と残紙数を報

告

８ 写経司解案 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 法華経（外）１００部８００

巻の書写に用いた

銭・物品の収支報告

９ 写経司解案？ （天平１１．４） 作成 法華経（外） 法華経（外）１００部８００

巻の書写に用いた

銭・物品の収支報告

１０ 法華経経師手実帳 天平１１．４ ～天平１１．４ 法華経（外） 外写である百部法華

経の経師各自が書写

を担当した巻と数量

を報告

―１ 法華経経師手実帳A 天平１１．４ ～天平１１．４ 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―１ ―１ 達沙牛養等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―２ 石村乙麻呂等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―３ 加良佐土麻呂等写経

手実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―４ 蜷川真足写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告
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千足→写経司 七―２４１ ZZ３―１〈１６〉裏 １ 紙背は１２―２

首麻呂等→写経司 七―２４１～２４２ ZZ３―１〈１５〉裏 １ 紙背は１２―２ 首麻呂他１名分の報告。

「経」、「論」の楽書あり

宜島→写経司 七―２４２ ZZ３―１〈１４〉裏 １ 紙背は１２―２

石山等→写経司 七―２４２～２４３ ZZ３―１〈１３〉裏 １ 紙背は１２―２ 石山他４名分の報告。「家

主」、「経」、「巻」、「職」、

「政」、「殿門」、「文選巻第

三」等の楽書あり

各経師→写経司 七―２４３～２４７ ZZ３―１〈１２〉～〈４〉裏 紙背は１２―１

氏麻呂→写経司 七―２４３ ZZ３―１〈１２〉裏 １ 紙背は１２―１ 習書？あり

石島→写経司 七―２４３～２４４ ZZ３―１〈１１〉裏 １ 紙背は１２―１ 習書？あり

善得→写経司 七―２４４ ZZ３―１〈１０〉裏 １ 紙背は１２―１ 習書？あり

大麻呂→写経司 七―２４４ ZZ３―１〈９〉裏 １ 紙背は１２―１

乙麻呂→写経司 七―２４５ ZZ３―１〈８〉裏 １ 紙背は１２―１

安麻呂等→写経司 七―２４５～２４６ ZZ３―１〈７〉裏 １ 紙背は１２―１ 安麻呂他２名分の報告

君足等→写経司 七―２４６～２４７ ZZ３―１〈６〉裏 １ 紙背は１２―１ 君足他１名分の報告

千足等→写経司 七―２４７ ZZ３―１〈５〉裏 １ 紙背は１２―１ 千足他２名分の報告

赤麻呂等→写経司 七―２４７ ZZ３―１〈４〉裏 １ 紙背は１２―１ 赤麻呂他２名分の報告

各経師→写経司 二四―９５、七―２４８

～２４９、七―２５２～

２５４

ZZ２４―５〈３６〉～〈３２〉

裏、ZZ２６―１〈４〉～〈１〉

裏

紙背は２０―１ ZZ２４―５〈３６〉～〈３２〉裏は

前後が新補紙。ZZ２６―１

〈３〉裏と〈１〉裏にはそれぞ

れ付箋「廿五帙七巻」があ

り、未修目録４９２「一 阿

閇葦人写経五巻 三枚」

に対応。破損の甚だしい

〈４〉裏とあわせて一断簡

をなす。この両者は紙背

の校帳（２０―１）の内容から、

ZZ２４―５〈３２〉裏とZZ２６―１

〈４〉裏が接続する（本来同

一紙である）と考えられ

る

某→写経司 二四―９５ ZZ２４―５〈３６〉裏 １ 紙背は２０―１ 文書の端が破損。付箋「廿

九枚ノ内／廿五ノ九」あり

東人等→写経司 七―２４８ ZZ２４―５〈３５〉裏 １ 紙背は２０―１ 東人他２名分の報告

老人等→写経司 七―２４８～２４９ ZZ２４―５〈３４〉裏 １ 紙背は２０―１ 老人他２名分の報告

花麻呂→写経司 七―２４９ ZZ２４―５〈３３〉裏 １ 紙背は２０―１

内足→写経司 七―２４９ ZZ２４―５〈３２〉裏（ZZ２６

―１〈４〉裏）

１ 紙背は２０―１

葦人等→写経司 七―２５２～２５３ ZZ２６―１〈３〉裏 １ 紙背は２０―１ 葦人他３名分の報告

石敷等→写経司 七―２５３ ZZ２６―１〈２〉裏 １ 紙背は２０―１ 石敷他３名分の報告
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―１ ―５ 山辺千足写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―６ 大原首麻呂等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―７ 伊賀宜島写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―１ ―８ 民使石山等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ 法華経経師手実帳B 天平１１．４ ～天平１１．４ 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―２ ―１ 大友氏麻呂写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―２ 私石島写経手実 天平１１．４．９ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―３ 一難善得写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―４ 子部大麻呂写経手実 天平１１．４．９ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―５ 契斤乙麻呂写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―６ 葛野安麻呂等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―７ 粟田君足等写経手実 天平１１．４．９ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―８ 大鳥千足等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―２ ―９ 高屋赤麻呂等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ 法華経経師手実帳C 天平１１．４ ～天平１１．４ 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―３ ―１ 某写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―２ 大友東人等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―３ 高市老人等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―４ 山部花麻呂写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―５ 藤原部内足写経手実 天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―６ 阿閇葦人等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―７ 和邇部石敷等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告
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小僧等→写経司 七―２５３～２５４ ZZ２６―１〈１〉裏 １ 紙背は２０―１ 小僧他２名分の報告

土持等→写経司 七―２５４ ZZ２６―１〈１〉裏 １ 紙背は２０―１ 土持他２名分の報告

各経師→写経司 七―２５０～２５２ ZZ２６―１〈１１〉～〈５〉裏 紙背は２０―２

島足等→写経司 七―２５０ ZZ２６―１〈１１〉裏 １ 紙背は２０―２ 島足他１名分の報告

授刀→写経司 七―２５０ ZZ２６―１〈１０〉裏 １ 紙背は２０―２

福明→写経司 七―２５０ ZZ２６―１〈９〉裏 １ 紙背は２０―２

古比麻呂→写経司 七―２５１ ZZ２６―１〈８〉裏 １ 紙背は２０―２

弘（廣）次→写経司 七―２５１～２５２ ZZ２６―１〈７〉裏 １ 紙背は２０―２ 内容の重複する冒頭二行

は書き損じか

祖足→写経司 七―２５２ ZZ２６―１〈６〉裏 １ 紙背は２０―２

乎久曽→写経司 七―２５２ ZZ２６―１〈５〉裏 １ 紙背は２０―２ 文書の奥が欠

各経師→写経司 二四―９２、８７～８８ ZZ２３―４〈１〉～〈２〉 １ 紙背は空 前後は新補紙

息人→写経司 二四―９２ ZZ２３―４〈１〉 １ 紙背に楽書 右に１１の裏が接続する可

能性あり

百馬→写経司 二四―８７～８８ ZZ２３―４〈２〉 １ 紙背は空

各経師→写経司 二四―９３～９５ ZZ２４―５〈５〉～〈３〉裏 紙背は１５―１・２ 〈７〉～〈６〉裏を含め一断簡

をなす（１５）。〈７〉裏は空、

〈６〉裏は３。天平１１．７～８の

皇后宮職移案（１５）を書き

写すため、４月の手実と２

月の解案（３）を貼り継い

でその紙背を利用した

成麻呂→写経司 二四―９３～９４ ZZ２４―５〈５〉裏 １ 紙背は１５―２

弟兄→写経司 二四―９４ ZZ２４―５〈４〉裏 １ 紙背は１５―１・２ 冒頭に「秦姓弟兄給紙合

二百六十張張張張張張」

あり（未収）

高人→写経司 二四―９４～９５ ZZ２４―５〈３〉裏 １ 紙背は１５―１・２

北大家写経所→皇后宮職 二―１７０ Z４５� １ 紙背は空 ５―２に見える４．３０の借用

分と合わせ、合計６０帙で

大般若経１部６００巻となる

なお、当文書は１０―５―１裏

の右に接続する可能性あ

り

写経司 七―２６３～２７４ ZZ３―１〈１〉～〈２０〉 〈１〉～〈３〉の紙背は８、〈４〉

～〈１２〉の紙背は１０―２。天

平１１．４の文書である８と

１０―２を貼り継いで紙背を

二次利用。〈９〉～〈１２〉が空

であることを考慮すれば、

〈１３〉～〈２０〉（―２）は本来別

往来軸「受物案文」（表）、

「天平十一年六月三日」

（裏）あり（左軸）。〈１〉に付

箋「五ノ十四」があり未修

目録６４「一 受物案文

天平十一年二月三日 同

（壱巻） 廿枚」に対応
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―３ ―８ 古頼小僧等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―３ ―９ 凡河内土持等写経手

実

（天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ 法華経経師手実帳D 天平１１．４ 作成 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―４ ―１ 雀部島足等写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―２ 錦織授刀写経手実 天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―３ 契福明写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―４ 弥祖古比麻呂写経手

実

天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―５ 忍海弘（廣）次写経手

実

天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―６ 大鳥祖足写経手実 天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―４ ―７ 調乎久曽写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―５ 法華経経師手実帳E 天平１１．４ 作成 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―５ ―１ 安刀息人写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―５ ―２ 三嶋百馬写経手実 天平１１．４．１０ 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―６ 法華経経師手実帳F 天平１１．４ ～天平１１．４ 法華経（外） 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―６ ―１ 忍坂成麻呂写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―６ ―２ 秦姓弟兄写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

―６ ―３ 大鳥高人写経手実 （天平１１．４） 作成 法華経（外） 写経内容の報告

１１ 北大家写経所啓 天平１１．５．１８ 作成 北大家写経事業 北大家の写経所が皇

后宮職から借用した

大般若経４帙の受領

報告と、５―２で借りた

５６帙のうちの欠巻部

分の返抄における扱

いについて問い合わ

せる

１２ 写経司受物案文 天平１１．６．３ ～天平１３．閏３．１６ 五月一日経、方廣経

（外）、福寿寺大般若

経（外）、法華経（外）、

東宮御書雑経（外）

写経司や東院写一切

経所の銭・物品の受

納とその用途を写経

司が記録

125



文書で、天平１３年以降の

ある段階で貼り継いだも

のと考えられる

東院写一切経所（写経司） 七―２６３～２７０ ZZ３―１〈１〉～〈１２〉 ２ 紙背は８、１０―２ 〈９〉に「大」（天地逆）、〈１０〉

に「一難」、〈１２〉に「大」あ

り（未収）

写経司（→皇后宮職） 七―２７０～２７４ ZZ３―１〈１３〉～〈２０〉 ２ 紙背は１０―１ 天平１３年以降に１２―１と貼

り継いだ。１４―１３と数値が

一致する。２９・３１・３２は本

文書の草案

宗麻呂→写経司 二四―９０～９１ ZZ２３―４〈６８〉 １ 紙背に習書「大」、「大寶」

等あり

前後は新補紙

写経司 七―２７５～２９５ ZZ１７―２〈３〉～〈１９〉 〈１〉～〈２〉（２２―３―１・２）は

ZZ成巻の際に新補紙を

挟んで貼り継いだ別断簡。

往来軸「受月食案文」（表）、

「天平十一年」（裏））あり

（左軸）

写経司（→皇后宮職） 七―２７５～２７６ ZZ１７―２〈３〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２７６ ZZ１７―２〈４〉 １ 紙背は空 ２月の食料申請は―５にも

見える

写経司（→皇后宮職） 七―２７６～２７７ ZZ１７―２〈５〉 ２ 紙背は７４（草案） ―２と―５を合算する

写経司（→皇后宮職） 七―２７８ ZZ１７―２〈６〉 ２ 紙背は７３ ７２・７３は本文書の草案

写経司（→皇后宮職） 七―２７８～２７９ ZZ１７―２〈７〉 ２ 紙背は７１ ２月の食料申請は―２にも

見える

写経司（→皇后宮職） 七―２７９～２８０ ZZ１７―２〈８〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２８０～２８１ ZZ１７―２〈９〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２８１ ZZ１７―２〈１０〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２８２～２８３ ZZ１７―２〈１１〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２８３～２８５ ZZ１７―２〈１２〉～〈１３〉 ２ 〈１２〉奥裏に「写経司解申

月料事」（表面の書き損じ、

未収）、端裏に「案」（未収）

あり。〈１３〉紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２８５～２８８ ZZ１７―２〈１４〉 ２ 紙背は４７（草案）

写経司（→皇后宮職） 七―２８８～２９１ ZZ１７―２〈１５〉～〈１６〉 ２ 紙背は２９ 〈１６〉奥下に「四升四合」あ

り（未収）

写経司（→皇后宮職） 七―２９０～２９１ ZZ１７―２〈１７〉 １ 紙背は空 １２―２と数値が一致

写経司（→皇后宮職） 七―２９１～２９３ ZZ１７―２〈１８〉 １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―２９３～２９５ ZZ１７―２〈１９〉 １ 紙背は空 １７と数値が一致。端下に

「案」

皇后宮職（→各官司） 二―１７４・１８１・３５２、

二四―１３

ZZ２４―５〈３〉～〈７〉 紙背は〈３〉～〈５〉は天平

１１．４法華経経師手実（１０―

６）、〈６〉は天平１１．２の写経

司解案（３）、〈７〉は空。皇后

宮職移を紙背に記載する

ため、４月の手実と２月の

解案の紙背を用いた

〈３〉に付箋「廿四ノ七」、

「二」あり。前者は未修目

録４５３「一 皇后宮職移

同（壱巻） 六枚」に対応。

現状では〈７〉の奥から切

断されている。
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―１ 東院写一切経所受物

帳

天平１１．６．３ ～天平１３．閏３．１６

以降作成

五月一日経、方廣経

（外）、福寿寺大般若

経（外）、法華経（外）、

東宮御書雑経（外）

東院写一切経所の

銭・物品の受納と用

途の記録

―２ 写経司解案 天平１１．８末or９初 作成 五月一日経、福寿寺

大般若経（外）

８月分として受納し

た経師らの食料の用

残報告

１３ 三嶋宗麻呂写経手実 天平１１？．６．１４ 作成 五月一日経？ 写経内容の報告

１４ 写経司月食帳 天平１１．７．７ ～天平１２．２．２９ （五月一日経他） 経師等の毎月の食料

申請と用残報告の解

案を貼り継ぐ

―１ 写経司解案 天平１２．２．２９ 作成 ３月の食料申請

―２ 写経司解案 天平１２．２．４ 作成 ２月の食料申請

―３ 写経司解案 天平１２．２．２９ 作成 ２月の用残報告

―４ 写経司解案 天平１２．２．４ 作成 １月の用残報告

―５ 写経司解案 天平１２．１．２６ 作成 ２月の食料申請

―６ 写経司解案 天平１１．１２．２ 作成 １２月の食料申請

―７ 写経司解案 天平１１．１２．２ 作成 １１月の用残報告

―８ 写経司解案 天平１１．１０．２９ 作成 １１月の食料申請

―９ 写経司解案 天平１１．１０．２９ 作成 １０月の用残報告

―１０ 写経司解案 天平１１．９．３０ 作成 １０月の食料申請

―１１ 写経司解案 天平１１．１０．２９ 作成 ９月の用残報告

―１２ 写経司解案 天平１１．８．２９ 作成 ９月の食料申請

―１３ 写経司解案 天平１１．９．２ 作成 ８月の用残報告

―１４ 写経司解案 天平１１．７．３０ 作成 ８月の食料申請

―１５ 写経司解案 天平１１．７．７ 作成 ７月の食料申請

１５ 皇后宮職移案 天平１１．７．１２ ～天平１１．８．１４ 皇后宮職が作成・発

信した移のうち、写

経司関連のものを記

録する
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皇后宮職（→右衛士府） 二―１７４ ZZ２４―５〈３〉～〈４〉 ２ 紙背は１０―６ 習書「曾」あり

皇后宮職（→左衛士府） 二―３５２ ZZ２４―５〈４〉～〈５〉 ２ 紙背は１０―６ 〈５〉に「道」、「林」、「金鍾山

房」あり

皇后宮職（→式部省） 二―１８１ ZZ２４―５〈６〉 ２ 紙背は３

皇后宮職（→散位寮） 二四―１３ ZZ２４―５〈７〉 １ 紙背は空

酒主→写経司？ 二四―９６～９７ ZZ１９―２〈５０〉裏 １ 紙背は２１―１―５２ ２５に類似

写経司 二四―１０２ ZZ４３―２２〈２８〉裏 １ 紙背は３０ 紙背（３０）の付箋より前後

の文書とは別断簡と分か

る。数値が１４―１５と一致

写経司 七―４１３～４１７ ZZ２４―５〈１３〉～〈２５〉、

〈２６〉～〈１８〉裏、〈２６〉

２ 紙背は〈１３〉～〈１７〉は９、

〈１８〉～〈２４〉には１０・１１月

の上日、〈２５〉には「上日」、

「大」、「可」等あり。〈２６〉は

天平１０．４上階官人歴名

（二四―７５～７５）

〈１３〉に付箋「六 下」あり。

また〈１４〉、〈２６〉に「卅一ノ

六」あり。後者は未修目録

７７６「一 小野国方 裏式

部大丞大伴犬甘 十三

枚」に対応。９の紙背を二

次利用し、さらに未使用

の紙（〈１８〉～〈２５〉）を継い

で、７～９月の上日を記載

した後、その紙背（〈２４〉～

〈１８〉裏）に１０～１１月の上

日数を記載し、さらに紙

を継ぎ（〈２６〉）、１２月の上

日を記載している。なお

〈１３〉は空

各校生→写経司 二―１７５～１７８、

１８１～１８２、七―

３９１～４０４

拾遺１１〈１〉～〈８〉、ZZ

２５―１〈１〉～〈３３〉

ZZ２５―１〈１〉～〈３３〉は、付

箋により７つの断簡に分

けられる。拾遺１１とあわ

せ、本来は同一の手実帳

を構成していたと考えら

れる

各校生→写経司 二―１７５～１７８、

１８１～１８２

拾遺１１〈１〉～〈８〉 往来軸「校生校紙」（表）、

「天平十一年七月」（裏）あ

り。ただし現状では文書

と分離

宅良？→写経司 二―１７５ 拾遺１１〈１〉 １ 端裏「校紙勘紙」 ―１～―２は１紙に２名分の手

実が記載される

酒主→写経司 二―１７５ 拾遺１１〈１〉 １ 端裏「校生」 ―１～―２は１紙に２名分の手

実が記載される

人成→写経司 二―１７５～１７６ 拾遺１１〈２〉 １ 紙背は空

道足→写経司 二―１７６ 拾遺１１〈３〉 １ 紙背は空

秋麻呂→写経司 二―１７６～１７７ 拾遺１１〈４〉 １ 紙背は空
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―１ 皇后宮職移案 天平１１．７．１２ （作成） 火頭の出向延期を要

請

―２ 皇后宮職移案 天平１１．７．１２ （作成） 火頭の出向延期を要

請

―３ 皇后宮職移案 天平１１．８．１４ （作成） 辟槻縄麻呂の上日数

等を報告

―４ 皇后宮職移案 （天平１１？） （作成） 大島千鳥の上日数等

を報告

１６ 阿刀酒主勘紙注文 天平１１．７．１３ ～天平１１．７．１６以

降作成

五月一日経 酒主の７．１３～１６まで

の校経内容を記載し

た私記

１７ 月食料注文 （天平１１？．７．３０） ７月分として支給さ

れた食料の用残記録

１８ 写経司舎人上日帳 （天平１１？．７） （～天平１１？．１２以

降）

７～１２月の舎人各自

の上日数を記載

１９ 校生手実帳 天平１１．７ ～天平１１．１２ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―１ 校生手実帳A 天平１１．７．３０ ～天平１１．８．１４ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―１ ―１ 土師宅良？校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―２ 阿刀酒主校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―３ 辛国人成校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―４ 丹治比道足校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―５ 海秋麻呂校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告
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庭麻呂→写経司 二―１７７ 拾遺１１〈５〉 １ 紙背は空

国足→写経司 二―１７７～１７８ 拾遺１１〈６〉 １ 紙背は空

道足→写経司 二―１８１～１８２ 拾遺１１〈７〉 １ 紙背は空

酒主→写経司 二―１８２ 拾遺１１〈８〉 １ 紙背は空 ―９～―１０は１紙に２名分の

手実が記載される

宅良→写経司 二―１８２ 拾遺１１〈８〉 １ 紙背は空 ―９～―１０は１紙に２名分の

手実が記載される

各校生→写経司 七―３９１～３９５ ZZ２５―１〈１〉～〈１１〉 〈１〉に付箋「十五ノ三」、

〈１１〉に「一」あり。前者は

未修目録２２９「一 謹解

申凡国足 壱巻 拾一

枚」に対応

国足→写経司 七―３９１ ZZ２５―１〈１〉 １ 紙背は空

秋麻呂→写経司 七―３９１ ZZ２５―１〈２〉 １ 奥裏「野」

庭麻呂→写経司 七―３９１～３９２ ZZ２５―１〈３〉 １ 紙背は空

秋麻呂→写経司 七―３９２ ZZ２５―１〈４〉 １ 紙背は空

道足→写経司 七―３９２ ZZ２５―１〈５〉 １ 端裏「秦」

国足→写経司 七―３９３～３９４ ZZ２５―１〈６〉 １ 紙背は空

道足→写経司 七―３９３ ZZ２５―１〈７〉 １ 紙背は空

庭麻呂→写経司 七―３９３ ZZ２５―１〈８〉 ２ 紙背は２７

国足→写経司 七―３９３～３９４ ZZ２５―１〈９〉 １ 紙背は空

真木島→写経司 七―３９４ ZZ２５―１〈１０〉 １ 紙背に習書あり

人成→写経司 七―３９５ ZZ２５―１〈１１〉 ２ 紙背は６２

各校生→写経司 七―３９５ ZZ２５―１〈１２〉～〈１３〉 〈１３〉に付箋「十六ノ二」あ

り。未修目録２５７「一 謹

解 申九月番校書事 一

枚」に対応

国足→写経司 七―３９５ ZZ２５―１〈１２〉～〈１３〉 ２ 紙背は６３

各校生→写経司 七―３９６ ZZ２５―１〈１４〉 付箋「廿三帙二巻」、「三」

あり。前者については未

修目録４４３「一 用紙帳

「蔭孫无位鬼室小東人」

同（壹巻） 二十九「参拾
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―１ ―６ 鴨庭麻呂校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―７ 凡国足校経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―８ 丹治比道足校経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―９ 阿刀酒主校経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―１ ―１０ 土師宅良校経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ 校生手実帳B 天平１１．８．１４ ～天平１１．９．１９ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―２ ―１ 凡国足校経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―２ 海秋麻呂校経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―３ 賀茂（鴨）庭麻呂校経

手実

天平１１．８．１５ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―４ 海秋麻呂校経手実 天平１１．９．２ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―５ 丹治比道足校経手実 天平１１．８．２８ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―６ 凡国足校経手実 天平１１．８．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―７ 丹治比道足校経手実 天平１１．９．１４ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―８ 加茂（鴨・賀茂）庭麻

呂校経手実

天平１１．８．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―９ 凡国足校経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―１０ 土師真木島校経手実 天平１１．９．１６ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―２ ―１１ 辛国人成校経手実 天平１１．９．１９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―３ 校生手実帳C 天平１１．９．３０ ～天平１１．９．３０ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―３ ―１ 凡国足校経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―４ 校生手実帳D 天平１１．９．３０ ～天平１１．９．３０ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告
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四」枚」の内に含まれるか。

以下―５～―７は付箋から未

修古文書段階では同じ二

十三帙二巻に含まれてい

たが、相互の接続関係は

明らかではない

道足→写経司 七―３９６ ZZ２５―１〈１４〉 １ 紙背は空

各校生→写経司 七―３９６ ZZ２５―１〈１５〉 付箋「廿三帙二巻」あり。

もとは―４、―６、―７と同一断

簡

真木島→写経司 七―３９６ ZZ２５―１〈１５〉 １ 紙背は空

各校生→写経司 七―３９６～３９７ ZZ２５―１〈１６〉 付箋「廿三帙二巻五」あり。

もとは―４、―５、―７と同一断

簡

道足→写経司 七―３９６～３９７ ZZ２５―１〈１６〉 １ 紙背は空

各校生→写経司 七―３９７ ZZ２５―１〈１７〉 紙背に付箋「二」あり 付箋「廿三帙二巻四」あり。

もとは―４、―５、―６と同一断

簡

真木島→写経司 七―３９７ ZZ２５―１〈１７〉 １ 紙背に「残銭」あり（未収）

各校生→写経司 七―３９７～４０４ ZZ２５―１〈１８〉～〈３３〉 〈１８〉に付箋「十六ノ七」あ

り。未修目録２６５「一 広

瀬伊賀謹解 天平十一年

十二月 同（壱巻） 十六

枚」に対応

伊賀→写経司 七―３９７ ZZ２５―１〈１８〉 ２？ 紙背は６４ 端に「秦」（天地逆、未収）

あり

諸上→写経司 七―３９７～３９８ ZZ２５―１〈１９〉 １ 紙背は空

道足→写経司 七―３９８ ZZ２５―１〈２０〉 １ 紙背は空

真木島→写経司 七―３９８ ZZ２５―１〈２１〉 １ 紙背は空

人成→写経司 七―３９９ ZZ２５―１〈２２〉 １ 奥裏「大」（天地逆、未収）

宅良→写経司 七―３９９ ZZ２５―１〈２３〉 ２ 紙背は６５

大床・廣君→写経司 七―３９９～４００ ZZ２５―１〈２４〉 １ 紙背は空

国足→写経司 七―４００ ZZ２５―１〈２５〉 ２ 紙背は６６

伊賀→写経司 七―４００～４０１ ZZ２５―１〈２６〉 １ 奥裏「秦」（未収）

真木島→写経司 七―４０１ ZZ２５―１〈２７〉 １ 端裏「目録」（未収）
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―４ ―１ 丹治比道足校経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―５ 校生手実帳E 天平１１．９．３０ ～天平１１．９．３０ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―５ ―１ 土師真木島校経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―６ 校生手実帳F 天平１１．１０．１５ ～天平１１．１０．１５ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―６ ―１ 丹治比道足校経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―７ 校生手実帳G 天平１１．１０．１２ ～天平１１．１０．１２ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―７ ―１ 土師真木島校経手実 天平１１．１０．１２ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ 校生手実帳H 天平１１．１０．２９ ～天平１１．１２．１７ 五月一日経他 校生各自が校経を担

当した数量（巻数・枚

数）を報告

―８ ―１ 廣瀬伊賀校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―２ 大宅諸上校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―３ 丹治比道足校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―４ 土師真木島校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―５ 辛国人成校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―６ 土師宅良校経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―７ 秦大床・薗部廣君造

紙手実

天平１１．１１．３ 作成 五月一日経他 装潢による造紙数の
報告

―８ ―８ 凡国足校経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―９ 廣瀬伊賀校経手実 天平１１．１１．２６ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―１０ 土師真木島校経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告
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真木島→写経司 七―４０１ ZZ２５―１〈２８〉 １ 奥裏「校生」（天地逆、未

収）

真木島→写経司 七―４０１～４０２ ZZ２５―１〈２９〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

真木島→写経司 七―４０２～４０３ ZZ２５―１〈３０〉～〈３２〉 １ 紙背は空

諸上→写経司 七―４０３～４０４ ZZ２５―１〈３３〉 １ 紙背は空 手実と勘出状が一体に

なっている

写経司 七―３８１～３９０、二

四―９７～９９

ZZ２６―１〈１〉～〈１９〉、

ZZ２４―５〈３２〉～〈３６〉

現状では別個に整理され

ているが、本来は同一の

帳簿を構成したと考えら

れる

写経司 七―３８１～３８３、二

四―９７～９９

ZZ２６―１〈１〉～〈４〉、ZZ

２４―５〈３２〉～〈３６〉

２ 紙背は１０―３ ZZ２６―１〈３〉～〈４〉は破損

し辛国人成の９月上番の

校経内容が途切れている。

一方ZZ２４―５〈３２〉も端が

破損しているが、そこに

見える布施額４２文は、校

生手実（１９）に見える人成

の９月上番の布施額と一

致する（１９―２―１１）。さらに

その後に記される１０月下

番の布施額１２２文も人成

の手実（１９―８―５）と一致す

ることから、ZZ２６―１〈４〉

とZZ２４―５〈３２〉は接続す

る（本来同一紙）と考えら

れる。またZZ２４―５〈３３〉に

付箋「九」あり

写経司 七―３８３～３８６ ZZ２６―１〈５〉～〈１１〉 ２ 紙背は１０―４ 〈５〉に付箋「廿五帙四巻」、

「二」あり。前者は未修目

録５０８「一 片紙 七十

枚」に対応？

写経司 七―３８７～３８８ ZZ２６―１〈１２〉～〈１４〉 １ 紙背は空 〈１２〉端裏に「校生校」あり。

したがって―２とは別断簡

と判断。また〈１２〉には付

箋「二」あり

写経司 七―３８８～３９０ ZZ２６―１〈１５〉～〈１９〉 １ 〈１５〉～〈１８〉の紙背は空。

〈１９〉端裏に「薗」あり（未

収）

〈１５〉に付箋「？（判読不

能）」あり。また〈１８〉に付

箋「廿七ノ五」あり。後

者は未修目録５５９「一 ヽ

「廿一日」五巻百廿一枚

五枚」に対応し、これは

〈１５〉冒頭の一行目のこと

を指すことから、〈１５〉～

〈１９〉で一断簡と判断した
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―８ ―１１ 土師真木島校経手実 天平１１．１１．１５ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告

―８ ―１２ 土師真木島勘出状 天平１１．１２．１３ 作成 五月一日経他 校経結果の詳細（誤

字・脱字内容）を報告

―８ ―１３ 土師真木島勘出状 天平１１．１２．１３ 作成 五月一日経他 １２月上番・１０月下番

分の校経結果の詳細

（誤字・脱字内容）を

報告

―８ ―１４ 大宅諸上校経手実・

勘出状

天平１１．１２．１７ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を報告。あわせて１１．

１８～１２．１３の間の校

経結果の詳細（誤字・

脱字内容）も報告

２０ 写経校帳 天平１１．７ ～天平１１．１２以降

作成

五月一日経他 各校生の校経数を記

載

―１ 写経校帳A 天平１１．７ ～天平１１．１０ 五月一日経他 各校生の校経数を記

載

―２ 写経校帳B 天平１１．７ ～天平１１．９ 五月一日経他 各校生の校経数を記

載

―３ 写経校帳C 天平１１．１１ ～天平１１．１１ 五月一日経他 各校生の校経数を記

載

―４ 写経校帳D 天平１１．１１ ～天平１１．１２ 五月一日経他 各校生の校経数を記

載
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各経師→写経司 七―３０１～３７８、二

四―４１６～４１７

ZZ１９―２〈１〉～〈１７５〉 往来軸「用紙進文」（表）、

「天平十一年八月」（裏）あ

り（右軸）。五月一日経の

書写に関する手実である

が、一部外写経も含む。付

箋よりZZ成巻時に三つ

の断簡が貼り継がれたこ

とが分かる

各経師→写経司 七―３０１～３７３、二

四―４１６～４１７

ZZ１９―２〈１〉～〈１６３〉 〈１６３〉に付箋「四ノ第五」、

「？（判読不能）」あり。前

者は未修目録５０「一 用

紙進文 天平十一年八月

同（壱巻） 百六十壱

枚」に対応。７～１２月まで

の手実を貼り継ぐ

廣麻呂→写経司 七―３０１ ZZ１９―２〈１〉 １ 紙背は空 右端に「天平十一年七月

下番用紙」の注記あり

生人→写経司 二四―４１６～４１７ ZZ１９―２〈２〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３０１～３０２ ZZ１９―２〈３〉 １ 紙背は空

高人→写経司 七―３０２～３０３ ZZ１９―２〈４〉 １ 紙背は空

小僧→写経司 七―３０２～３０３ ZZ１９―２〈５〉～〈６〉 １ 紙背は空

佐土麻呂→写経司 七―３０３ ZZ１９―２〈７〉 ２ 紙背は５４

諸公→写経司 七―３０４ ZZ１９―２〈８〉 １ 紙背は空 マイクロフィルムの紙数

番号は〈７〉（重複）。以下紙

数を訂正

石敷→写経司 七―３０４ ZZ１９―２〈９〉 １ 紙背は空

浄足→写経司 七―３０４～３０５ ZZ１９―２〈１０〉 １ 紙背は空

足人→写経司 七―３０５ ZZ１９―２〈１１〉 １ 紙背は空

浄麻呂→写経司 七―３０５ ZZ１９―２〈１２〉 １ 「浄」、「漢」等の楽書あり

息人→写経司 七―３０６ ZZ１９―２〈１３〉 ２ 紙背は５５

文麻呂→写経司 七―３０６ ZZ１９―２〈１４〉 １ 紙背は空

廣足→写経司 七―３０６～３０７ ZZ１９―２〈１５〉 １ 紙背は空

千足→写経司 七―３０７ ZZ１９―２〈１６〉 １ 紙背に「墨半 古筆二」

（二四―２７２）

馬養→写経司 七―３０７ ZZ１９―２〈１７〉 １ 紙背は空

花麻呂→写経司 七―３０７～３０８ ZZ１９―２〈１８〉 １ 紙背は空

麻呂→写経司 七―３０８ ZZ１９―２〈１９〉 １ 紙背は空 左奥に「以上七月下番」の

注記あり

国麻呂→写経司 七―３０８～３０９ ZZ１９―２〈２０〉 １ 紙背は空

縄麻呂→写経司 七―３０９ ZZ１９―２〈２１〉 １ 紙背は空

阿古麻呂→写経司 七―３０９～３１０ ZZ１９―２〈２２〉 １ 紙背は空
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２１ 五月一日経経師手実

帳

天平１１．７ ～天平１１．１２ 五月一日経、方廣経

（外）、功徳荘厳王経

（外）、仏頂経（外）

五月一日経の経師各

自が書写を担当した

巻と数量を報告

―１ 五月一日経経師手実

帳A

天平１１．７ ～天平１１．１２ 五月一日経他 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―１ ―１ 安曇廣麻呂写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２ 呉原生人写経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３ 大石廣麻呂写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経、方廣経

（外）

写経内容の報告

―１ ―４ 大鳥高人写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５ 古頼小僧写経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６ 加良佐土麻呂写経手

実

（天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７ 山辺諸公写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経、方廣経

（外）

写経内容の報告

―１ ―８ 丸部（和邇部）石敷写

経手実

（天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９ 佐伯浄足写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０ 物部足人写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１ 漢浄麻呂写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２ 安刀息人写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３ 坂合部文麻呂写経手

実

（天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４ 建部廣足写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５ 山辺千足写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１６ 櫟井馬養写経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１７ 山部花麻呂写経手実 天平１１．７．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１８ 額田部麻呂写経手実 （天平１１．７） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１９ 万昆国麻呂写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２０ 辟槻縄麻呂写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２１ 丈部阿古麻呂写経手

実

天平１１．８．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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恵麻呂→写経司 七―３１０～３１１ ZZ１９―２〈２３〉 １ 紙背は空

島守→写経司 七―３１１ ZZ１９―２〈２４〉 １ 紙背は空

蓑麻呂→写経司 七―３１１ ZZ１９―２〈２５〉 １ 紙背は空

宗麻呂→写経司 七―３１１～３１２ ZZ１９―２〈２６〉 １ 紙背は空

高人→写経司 七―３１２ ZZ１９―２〈２７〉 １ 紙背は空

祖足→写経司 七―３１３ ZZ１９―２〈２８〉 １ 紙背は空

佐土麻呂→写経司 七―３１３ ZZ１９―２〈２９〉 １ 紙背は空

真足→写経司 七―３１４ ZZ１９―２〈３０〉 ２ 紙背は２４ ―２９～―３２は一紙に４名分

の手実が記載される

家麻呂→写経司 七―３１４ ZZ１９―２〈３０〉 ２ 紙背は２４ ―２９～―３２は一紙に４名分

の手実が記載される

豊島→写経司 七―３１４ ZZ１９―２〈３０〉 ２ 紙背は２４ ―２９～―３２は一紙に４名分

の手実が記載される

息人→写経司 七―３１４ ZZ１９―２〈３０〉 ２ 紙背は２４ ―２９～―３２は一紙に４名分

の手実が記載される

成麻呂→写経司 七―３１５ ZZ１９―２〈３１〉 ２ 紙背は２８

虫麻呂→写経司 七―３１５ ZZ１９―２〈３２〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３１５～３１６ ZZ１９―２〈３３〉 １ 紙背は空

牛養→写経司 七―３１６ ZZ１９―２〈３４〉～〈３５〉 １ 〈３４〉紙背に楽書あり 〈３５〉右奥に「已上料給了」

の注記あり

花麻呂→写経司 七―３１６～３１７ ZZ１９―２〈３６〉 １ 紙背は空

高人→写経司 七―３１７ ZZ１９―２〈３７〉 １ 奥裏に「大鳥高人受紙」あ

り（未収）

浄足→写経司 七―３１８ ZZ１９―２〈３８〉 １ 紙背は空 ―３９～―４０は一紙に２名分

の手実が記載される

土持→写経司 七―３１８ ZZ１９―２〈３８〉 １ 紙背は空 ―３９～―４０は一紙に２名分

の手実が記載される

千足→写経司 七―３１８～３１９ ZZ１９―２〈３９〉 １ 端裏「八月廿用紙」、奥裏

「忍坂」（天地逆、未収）

諸公→写経司 七―３１９ ZZ１９―２〈４０〉 １ 紙背は空

牛養→写経司 七―３１９～３２０ ZZ１９―２〈４１〉 １ 紙背は空

虫麻呂→写経司 七―３２０ ZZ１９―２〈４２〉 １ 紙背は空

安麻呂→写経司 七―３２０ ZZ１９―２〈４３〉 ２ 紙背は３６

廣次→写経司 七―３２１ ZZ１９―２〈４４〉 １ 紙背は空

縄麻呂→写経司 七―３２１ ZZ１９―２〈４５〉 １ 紙背は空

吾方→写経司 七―３２１～３２２ ZZ１９―２〈４６〉 １ 紙背は空

安麻呂→写経司 七―３２２ ZZ１９―２〈４７〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３２２～３２３ ZZ１９―２〈４８〉 １ 紙背は空

廣足→写経司 七―３２３ ZZ１９―２〈４９〉 １ 紙背は空
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―１ ―２２ 角恵麻呂写経手実 天平１１．８．１２ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２３ 丸部（和邇部）島守写

経手実

（天平１１．８．） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２４ 出雲蓑麻呂写経手実 天平１１．８．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２５ 三嶋宗麻呂写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経、方廣経

（外）、功徳荘厳王経

（外）

写経内容の報告

―１ ―２６ 大鳥高人写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２７ 大鳥祖足写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２８ 加良佐土麻呂写経手

実

天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―２９ 蜷川真足写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３０ 檜前家麻呂写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３１ 高豊島写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３２ 安刀息人写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３３ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３４ 尺度虫麻呂写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３５ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．８．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３６ 達沙牛養写経手実 天平１１．８．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３７ 山部花麻呂写経手実 天平１１．８．２２ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３８ 大鳥高人写経手実 天平１１．８．２０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―３９ 佐伯浄足写経手実 （天平１１．８） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４０ 凡河内土持写経手実 （天平１１．８） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４１ 山部千足写経手実 天平１１．８．２１ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４２ 山部諸公写経手実 天平１１．８．２０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４３ 達沙牛養写経手実 天平１１．８．２０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４４ 尺度虫麻呂写経手実 天平１１．９．８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４５ 大曰佐安麻呂写経手

実

天平１１．９．７ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４６ 忍海廣次写経手実 天平１１．９．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４７ 辟槻縄麻呂写経手実 天平１１．９．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４８ 山部吾方写経手実 天平１１．９．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―４９ 葛野安麻呂写経手実 天平１１．９．１３ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５０ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．９．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５１ 建部廣足写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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馬養→写経司 七―３２３～３２４ ZZ１９―２〈５０〉 ２ 紙背は１６

小僧→写経司 七―３２４～３２５ ZZ１９―２〈５１〉 １ 奥裏「各四枚」（未収）

花麻呂→写経司 七―３２５ ZZ１９―２〈５２〉 ２ 紙背は３３

息人→写経司 七―３２５ ZZ１９―２〈５３〉 ２ 紙背は３３

人成→写経司 七―３２５～３２６ ZZ１９―２〈５４〉 １ 紙背は空

息人→写経司 七―３２６ ZZ１９―２〈５５〉 １ 紙背は空

祖足→写経司 七―３２６～３２７ ZZ１９―２〈５６〉 １ 紙背は空

三田麻呂→写経司 七―３２７ ZZ１９―２〈５７〉 １ 紙背は空

寶郎→写経司 七―３２７～３２８ ZZ１９―２〈５８〉 １ 紙背は空

写経司？ 七―３２８ ZZ１９―２〈５９〉 １ 紙背は空

浄麻呂→写経司 七―３２９ ZZ１９―２〈６０〉 ２ 紙背は３７

男屎→写経司 七―３２９ ZZ１９―２〈６１〉 １ 紙背は空

馬養→写経司 七―３２９～３３０ ZZ１９―２〈６２〉 ２ 紙背は３５

浄麻呂→写経司 七―３３０ ZZ１９―２〈６３〉 １ 奥裏「班」（未収）

廣足→写経司 七―３３０～３３１ ZZ１９―２〈６４〉 １ 紙背は空

小僧→写経司 七―３３１ ZZ１９―２〈６５〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３３１～３３２ ZZ１９―２〈６６〉 １ 紙背は空

息人→写経司 七―３３２ ZZ１９―２〈６７〉 １ 端裏「薪直百十六束 直

五百八十文」（未収）

秋田→写経司 七―３３２～３３３ ZZ１９―２〈６８〉 １ 奥裏「廿」（未収）

馬養→写経司 七―３３３ ZZ１９―２〈６９〉 １ 紙背は空

束麻呂→写経司 七―３３４ ZZ１９―２〈７０〉 ２ 紙背は３４

濱主→写経司 七―３３４ ZZ１９―２〈７１〉 １ 紙背は空

君麻呂→写経司 七―３３４ ZZ１９―２〈７２〉 １ 奥裏「一」

吾方→写経司 七―３３５ ZZ１９―２〈７３〉 １ 紙背は空

三田麻呂→写経司 七―３３５～３３６ ZZ１９―２〈７４〉 １ 紙背は空

石勝→写経司 七―３３６ ZZ１９―２〈７５〉 １ 紙背は空

乎麻呂→写経司 七―３３６ ZZ１９―２〈７６〉 １ 紙背は空 ―７８～―７９は一紙に２名分

の手実が記載される

人成→写経司 七―３３６～３３７ ZZ１９―２〈７６〉 １ 紙背は空 ―７８～―７９は一紙に２名分

の手実が記載される

寶郎→写経司 七―３３７ ZZ１９―２〈７７〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３３７ ZZ１９―２〈７８〉 ２ 紙背は４０

祖足→写経司 七―３３８ ZZ１９―２〈７９〉 １ 奥裏「秦 注界」（天地逆、

未収）

息人→写経司 七―３３８ ZZ１９―２〈８０〉 ２ 紙背は５６

廣足→写経司 七―３３８～３３９ ZZ１９―２〈８１〉 １ 紙背は空

馬養→写経司 七―３３９ ZZ１９―２〈８２〉 １ 紙背は空
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―１ ―５２ 櫟井馬養写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５３ 古頼小僧写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５４ 山部花麻呂写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５５ 阿刀息人写経手実 天平１１．８．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５６ 志紀人成写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５７ 阿刀息人写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５８ 大鳥祖足写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―５９ 宍人三田麻呂写経手

実

天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６０ 一難寶郎写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６１ 経師写経注文 （天平１１．９？） 作成 五月一日経 九月上番の手実の見

えない５名の写経枚

数を記す

―１ ―６２ 漢浄麻呂写経手実 天平１１．９．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６３ 調男屎（乎久蘇）写経

手実

天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６４ 櫟井馬養写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６５ 漢浄麻呂写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６６ 建部廣足写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６７ 古頼小僧写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６８ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―６９ 安刀息人写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７０ 布利秋田写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７１ 伊吉馬養写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７２ 高束麻呂写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７３ 佐伯濱主写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７４ 錦織君麻呂写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７５ 山部吾方写経手実 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７６ 宍人三田麻呂写経手

実

天平１１．９．２８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７７ 安子石勝写経手実 天平１１．９．２８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７８ 古乎麻呂写経手実 天平１１．９．２８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―７９ 志紀人成写経手実 天平１１．９．２８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８０ 一難寶郎写経手実 天平１１．９．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８１ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８２ 大鳥祖足写経不実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８３ 阿刀息人写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８４ 建部廣足写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８５ 櫟井馬養写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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雄蘇→写経司 七―３３９～３４０ ZZ１９―２〈８３〉 １ 紙背は空

浄麻呂→写経司 七―３４０ ZZ１９―２〈８４〉 １ 紙背は空

廣次→写経司 七―３４０～３４１ ZZ１９―２〈８５〉 ２ 紙背は３９

神徳→写経司 七―３４１ ZZ１９―２〈８６〉 ２ 紙背は―８９の草案（書き損

じ、１行目のみ、未収）

君麻呂→写経司 七―３４１～３４２ ZZ１９―２〈８７〉 １ 紙背は空

秋田→写経司 七―３４２～３４３ ZZ１９―２〈８８〉 １ 紙背は空

吾方→写経司 七―３４３ ZZ１９―２〈８９〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

寶良（郎）→写経司 七―３４３ ZZ１９―２〈９０〉 １ 端裏「薗」（未収）

種麻呂→写経司 七―３４３～３４４ ZZ１９―２〈９１〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

蓑麻呂→写経司 七―３４４ ZZ１９―２〈９２〉 ２ 紙背は４１

乙麻呂→写経司 七―３４４～３４５ ZZ１９―２〈９３〉 １ 紙背は空

縄麻呂→写経司 七―３４５ ZZ１９―２〈９４〉 ２ 紙背は４２

成麻呂→写経司 七―３４５～３４６ ZZ１９―２〈９５〉 １ 紙背は空

古麻呂→写経司 七―３４６ ZZ１９―２〈９６〉 ２ 紙背は４８

束麻呂→写経司 七―３４６～３４７ ZZ１９―２〈９７〉 ２ 紙背は４９

廣麻呂→写経司 七―３４７ ZZ１９―２〈９８〉 １ 端裏「薗」（未収）

種麻呂→写経司 七―３４７～３４８ ZZ１９―２〈９９〉 １ 紙背は空 奥に「薗」（未収）あり

小僧→写経司 七―３４８ ZZ１９―２〈１００〉 １ 奥裏「薗」（天地逆、未収）

嶋足→写経司 七―３４８～３４９ ZZ１９―２〈１０１〉 １ 奥裏「薗」、「枚替紙一巻」

（天地逆、未収）

祖足→写経司 七―３４９ ZZ１９―２〈１０２〉 １ 紙背は空 奥に「薗」（未収）あり

成麻呂→写経司 七―３４９～３５０ ZZ１９―２〈１０３〉 １ 紙背は空

子屎→写経司 七―３５０ ZZ１９―２〈１０４〉 ２ 紙背は４５。端裏「廿二張」

（未収）

君麻呂→写経司 七―３５０～３５１ ZZ１９―２〈１０５〉～

〈１０６〉

２ 紙背は４６

息人→写経司 七―３５１ ZZ１９―２〈１０７〉 １ 紙背は空 端に「秦」（天地逆、未収）

あり

清麻呂→写経司 七―３５１～３５２ ZZ１９―２〈１０８〉 １ 紙背は空

廣足→写経司 七―３５２ ZZ１９―２〈１０９〉 １ 端裏「秦」（未収）

馬養→写経司 七―３５２ ZZ１９―２〈１１０〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

馬養→写経司 七―３５２～３５３ ZZ１９―２〈１１１〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

花麻呂→写経司 七―３５３ ZZ１９―２〈１１２〉 １ 紙背は空

吾方→写経司 七―３５３～３５４ ZZ１９―２〈１１３〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

足人→写経司 七―３５４ ZZ１９―２〈１１４〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

人成→写経司 七―３５４～３５５ ZZ１９―２〈１１５〉 １ 紙背は空

忍熊→写経司 七―３５５ ZZ１９―２〈１１６〉 １ 奥裏「薗」（天地逆、未収）

142



―１ ―８６ 調雄蘇（男屎）写経手

実

天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８７ 漢浄麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８８ 忍海廣次写経手実 天平１１．１０．１４ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―８９ 古神徳写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９０ 錦織君麻呂写経手実 天平１１．１０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９１ 布利秋田写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９２ 山部吾方写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９３ 一難寶良（郎）写経手

実

天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９４ 韓種麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９５ 出雲蓑麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９６ 多治比乙麻呂写経手

実

天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９７ 辟槻縄麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９８ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―９９ 掃守古麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１００ 高束麻呂写経手実 天平１１．１０．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０１ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０２ 韓種麻呂写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０３ 古頼小僧写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経、仏頂経

（外）

写経内容の報告

―１ ―１０４ 雀部嶋足写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０５ 大鳥祖足写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０６ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０７ 調子屎（男屎）写経手

実

天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０８ 錦織君麻呂写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１０９ 阿刀息人写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１０ 漢清麻呂（浄麻呂）写

経手実

天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１１ 建部廣足写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１２ 伊吉馬養写経手実 天平１１．１０．２５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１３ 櫟井馬養写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１４ 山部花麻呂写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１５ 山部吾方写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１６ 物部足人写経手実 天平１１．１０．１９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１７ 志紀人成写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１１８ 高忍熊写経手実 天平１１．１０．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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束麻呂→写経司 七―３５５ ZZ１９―２〈１１７〉 １ 紙背は空

大島→写経司 七―３５５～３５６ ZZ１９―２〈１１８〉 １ 紙背は空

浄麻呂→写経司 七―３５６ ZZ１９―２〈１１９〉 １ 端裏「秦」（天地逆、未収）

息人→写経司 七―３５６～３５７ ZZ１９―２〈１２０〉 １ 紙背は空

廣足→写経司 七―３５７ ZZ１９―２〈１２１〉 １ 紙背は空

小僧→写経司 七―３５７ ZZ１９―２〈１２２〉 １ 紙背は空

人成→写経司 七―３５８ ZZ１９―２〈１２３〉 １ 紙背は空

大麻呂→写経司 七―３５８ ZZ１９―２〈１２４〉 １ 端裏「薗」（天地逆、未収）

嶋足→写経司 七―３５８～３５９ ZZ１９―２〈１２５〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

忍熊→写経司 七―３５９ ZZ１９―２〈１２６〉 １ 紙背は空

廣麻呂→写経司 七―３５９～３６０ ZZ１９―２〈１２７〉～

〈１２８〉

１ 〈１２８〉奥裏に「大大道廣」

（未収）

成麻呂→写経司 七―３６０ ZZ１９―２〈１２９〉 １ 紙背は空

廣足→写経司 七―３６０ ZZ１９―２〈１３０〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

種麻呂→写経司 七―３６０～３６１ ZZ１９―２〈１３１〉 １ 紙背は空

君麻呂→写経司 七―３６１ ZZ１９―２〈１３２〉 １ 紙背は空

石敷→写経司 七―３６１～３６２ ZZ１９―２〈１３３〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

花麻呂→写経司 七―３６２ ZZ１９―２〈１３４〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

足人→写経司 七―３６２ ZZ１９―２〈１３５〉 １ 紙背は空 奥に「秦」あり（天地逆、未

収）

花麻呂→写経司 七―３６２～３６３ ZZ１９―２〈１３６〉 １ 紙背は空 奥に「秦」あり（天地逆、未

収）

廣次→写経司 七―３６３ ZZ１９―２〈１３７〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

廣麻呂→写経司 七―３６３～３６４ ZZ１９―２〈１３８〉 １ 端裏「三枚」（天地逆、未

収）

廣足→写経司 七―３６４ ZZ１９―２〈１３９〉 １ 紙背は空

大麻呂→写経司 七―３６４ ZZ１９―２〈１４０〉 ２ 紙背は５２

廣足→写経司 七―３６４～３６５ ZZ１９―２〈１４１〉 １ 奥裏「薗」（天地逆、未収）

種麻呂→写経司 七―３６５ ZZ１９―２〈１４２〉 １ 紙背に裏「秦 十一月下

番〈料一巻〉」（二四―１００）

あり

嶋足→写経司 七―３６５～３６６ ZZ１９―２〈１４３〉 １ 紙背は空

忍熊→写経司 七―３６６ ZZ１９―２〈１４４〉 １ 紙背は空 奥に「秦」あり（未収）

息人→写経司 七―３６６ ZZ１９―２〈１４５〉 １ 紙背は空 奥に「薗」あり（未収）

人成→写経司 七―３６７ ZZ１９―２〈１４６〉～

〈１４７〉

１ 〈１４７〉奥裏「反上」（未収）

成麻呂→写経司 七―３６７～３６８ ZZ１９―２〈１４８〉 １ 端裏「秦」（未収）

秋田→写経司 七―３６８ ZZ１９―２〈１４９〉 １ 紙背は空

神徳→写経司 七―３６８ ZZ１９―２〈１５０〉 １ 紙背は空

小僧→写経司 七―３６８～３６９ ZZ１９―２〈１５１〉 １ 紙背は空
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―１ ―１１９ 高束麻呂写経手実 天平１１．１０．２８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２０ 六人部大島写経手実 天平１１．１１．２５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２１ 漢浄麻呂写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２２ 安刀息人写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２３ 建部廣足写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２４ 古頼小僧写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２５ 志紀人成写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２６ 若養徳部大麻呂写経

手実

天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２７ 雀部嶋足写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２８ 高忍熊写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１２９ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３０ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．１１．２９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３１ 余廣足写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３２ 韓種麻呂写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３３ 錦織君麻呂写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３４ 丸部（和邇部）石敷写

経手実

天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３５ 山部花麻呂写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３６ 物部足人写経手実 天平１１．１１．３０ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３７ 山部花麻呂写経手実 天平１１．１１．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３８ 忍海廣次写経手実 天平１１．１１．１２ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１３９ 安曇廣麻呂写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４０ 建部廣足写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４１ 若養徳部大麻呂写経

手実

天平１１．１１．１７ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４２ 余廣足写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４３ 韓種麻呂写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４４ 雀部嶋足写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４５ 高忍熊写経手実 天平１１．１１．１８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４６ 安刀息人写経手実 天平１１．１１．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４７ 志紀人成写経手実 天平１１．１１．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４８ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１４９ 布利秋田写経手実 天平１１．１１．１９ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５０ 古神徳写経手実 天平１１．１１．１８ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５１ 古頼小僧写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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足人→写経司 七―３６９ ZZ１９―２〈１５２〉 １ 端裏「秦」（未収）

縄麻呂→写経司 七―３６９～３７０ ZZ１９―２〈１５３〉 ２？ 奥裏に２行分の墨消しあ

り（未収）

君麻呂→写経司 七―３７０ ZZ１９―２〈１５４〉 １ 紙背に「合巻」あり（未収）

写経司（→皇后宮職） 七―３７０ ZZ１９―２〈１５５〉 １ 紙背は空 解案と同じ１２月の経師手

実に貼り継いで保管

馬養→写経司 七―３７０～３７１ ZZ１９―２〈１５６〉 １ 紙背は空

古麻呂→写経司 七―３７１ ZZ１９―２〈１５７〉 １ 紙背は空

浄麻呂→写経司 七―３７１～３７２ ZZ１９―２〈１５８〉～

〈１５９〉

１ 〈１５９〉端裏に習書「大大

大」あり（未収）

祖足→写経司 七―３７２ ZZ１９―２〈１６０〉 ２ 紙背は―１５９の草案（書き

損じ、１行目のみ、未収）

人成→写経司 七―３７２ ZZ１９―２〈１６１〉 １ 紙背は空

小僧→写経司 七―３７２～３７３ ZZ１９―２〈１６２〉 １ 紙背は空

束麻呂→写経司 七―３７３ ZZ１９―２〈１６３〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

各経師→写経司 七―３７３～３７６ ZZ１９―２〈１６４〉～

〈１７０〉

〈１６４〉に付箋「二」あり。ま

た〈１７０〉に付箋「廿七ノ

四」、「一」あり。前者は未

修目録５３７「一 十一月十

二月合八十八枚 七枚」

に対応。１１月の手実を貼

り継ぐ

某→写経司 七―３７３ ZZ１９―２〈１６４〉 １？ 紙背は空？ 右端破損

忍熊→写経司 七―３７４ ZZ１９―２〈１６５〉 １ 端裏「秦」（未収）

成麻呂→写経司 七―３７４ ZZ１９―２〈１６６〉 １ 端裏「秦」（未収）

秋田→写経司 七―３７４～３７５ ZZ１９―２〈１６７〉 １ 奥裏「秦」（未収）

廣足→写経司 七―３７５ ZZ１９―２〈１６８〉 １ 紙背は空 奥に「秦」あり（未収）

廣足→写経司 七―３７５～３７６ ZZ１９―２〈１６９〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）

息人→写経司 七―３７６ ZZ１９―２〈１７０〉 １ 端裏「秦」（未収）

各経師→写経司 七―３７７～３７８ ZZ１９―２〈１７１〉～

〈１７５〉

〈１７１〉に付箋「廿七ノ二」、

「？（判読不能）」あり。前

者は未修目録５２８「一 片

紙 随求即得経尼羅経十

八枚云々 五枚」に対応。

１２月の手実を貼り継ぐ

某→写経司 七―３７７ ZZ１９―２〈１７１〉 １ 紙背は空

神徳→写経司 七―３７７ ZZ１９―２〈１７２〉 １ 紙背は空 外写として法華経を書写

したような記載が見られ

るが、天平１１．４．２５写経司

布施文案（２―１６６～１６７）に

よれば、４．２５に法華経書

写は終了している

石敷→写経司 七―３７７ ZZ１９―２〈１７３〉 １ 紙背は空

大島→写経司 七―３７７～３７８ ZZ１９―２〈１７４〉 １ 奥裏「秦」（天地逆、未収）
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―１ ―１５２ 物部足人写経手実 天平１１．１１．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５３ 辟槻縄麻呂写経手実 天平１１．１１．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５４ 万昆君麻呂写経手実 （天平１１．１１） 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５５ 写経司解案 天平１１．１２ 作成 五月一日経、外写経 題経内容の報告

―１ ―１５６ 櫟井馬養写経手実 天平１１．１２．１７ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５７ 掃守古麻呂写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５８ 漢浄麻呂写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１５９ 大鳥祖足写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１６０ 志紀人成写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１６１ 古来（頼）小僧写経手

実

天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―１ ―１６２ 高束麻呂写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ 五月一日経経師手実

帳B

天平１１．１２ ～天平１１．１２ 五月一日経 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―２ ―１ 某写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経？ 写経内容の報告

―２ ―２ 高忍熊写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ ―３ 忍坂成麻呂写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ ―４ 布利秋田写経手実 天平１１．１２．１６ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ ―５ 余廣足写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ ―６ 建部廣足写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―２ ―７ 阿刀息人写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―３ 五月一日経経師手実

帳C

天平１１？．１２ ～天平１１？．１２ 五月一日経他 経師各自が書写を担

当した巻と数量を報

告

―３ ―１ 某写経手実 天平１１？．１２．１３ 作成 五月一日経、外写経 写経内容の報告

―３ ―２ 古神徳写経手実 （天平１１？．１２） 作成 五月一日経、法華経

（外）？

写経内容の報告

―３ ―３ 丸部（和邇部）石敷写

経手実

天平１１？．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

―３ ―４ 六人部大島写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告
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嶋足→写経司 七―３７８ ZZ１９―２〈１７５〉 １ 端裏に「不堪」、奥裏に

「供」あり（未収）

写経司 二―１７９～１８０、

１８２～１９０、２７２、

七―２７４～２７５

ZK３１（１）～（９）、Z３１

�、ZZ１７―２〈１〉～〈２〉
―１に往来軸「雑解文案」

（表）、「天平十一」（裏）あ

り（右軸）。―２、―３相互の接

続関係は不明ながら、内

容の類似から本来同一の

帳簿を構成したと考えら

れる

写経司 二―１７９～１８０、

１８２～１９０

ZK３１（１）～（９）

写経司（→皇后宮職） 二―１７９～１８０ ZK３１（１） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８２～１８３ ZK３１（２） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８４～１８５ ZK３１（３） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８３～１８４ ZK３１（４） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８５～１８６ ZK３１（５） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８７ ZK３１（６） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８８ ZK３１（７） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１９０ ZK３１（８） １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 二―１８９ ZK３１（９） １ 紙背は空

写経司 二―２７２ Z３１�

写経司（→皇后宮職） 二―２７２ Z３１� ２ 紙背は５３

写経司 七―２７４～２７５ ZZ１７―２〈１〉～〈２〉 現状では１４の冒頭に貼り

継がれている

写経司（→皇后宮職） 七―２７４～２７５ ZZ１７―２〈１〉 ２ 紙背は７２ 付箋「十一ノ四」あり。未

修目録１３８「一 写経司解

天平十二年二月廿九日

二枚」に対応

写経司（→皇后宮職） 七―２７５ ZZ１７―２〈２〉 １ 紙背は空

施薬院→皇后宮職 二―１８０ ZB７� １ 紙背は空

写経司（→皇后宮職） 七―３９０ ZZ１９―２〈３０〉裏 １ 紙背は２１―１―２９～３２

真木島 七―４０４～４１１ ZZ２５―２〈１〉～〈１０〉 � 紙背は６７（〈５〉）、４４（〈６〉）、

５１（〈９〉）、天平９年経師充

紙注文（二四―６３）（〈１０〉）。

また〈１〉、〈４〉裏には習書

あり

前後は巻首と新補紙。１６

に類似。冒頭１行を墨消し

し、習書あり。また随所に

楽書あり。

写経司 七―４１７～４１８ ZZ２４―５〈２７〉～〈２９〉 １？ 紙背は３２ 前後は新補紙。〈２７〉に付

箋「四十三ノ九」、〈２８〉に

「卅一ノ四十」、〈２９〉に「七

上」あり。〈２７〉の付箋は

未修目録１１３３「一 経生
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―３ ―５ 雀部嶋足写経手実 天平１１．１２．１５ 作成 五月一日経 写経内容の報告

２２ 写経司雑解文案 天平１１．８．１１ ～天平１２．２．２９ 五月一日経、福寿寺

大般若経（外）他

銭の申請と用途の報

告

―１ 写経司解案帳A 天平１１．８．１１ 天平１１．１１．６ 五月一日経、福寿寺

大般若経（外）他

銭の申請と用途の報

告

―１ ―１ 写経司解案 天平１１．８．１１ 作成 銭により購入した物

品報告

―１ ―２ 写経司解案 天平１１．８．２０ 作成 福寿寺大般若経（外） 筆の直銭を申請

―１ ―３ 写経司解案 天平１１．８．２４ 作成 福寿寺大般若経（外） 墨の直銭を申請

―１ ―４ 写経司解案 天平１１．８．２４ 作成 薪、菜料の購入報告

―１ ―５ 写経司解案 天平１１．８．２９ 作成 薪、菜料の購入報告

―１ ―６ 写経司解案 天平１１．９．８ 作成 五月一日経 菜料の直銭を申請

―１ ―７ 写経司解案 天平１１．１０．２ 作成 五月一日経 薪、菜料の直銭を申

請

―１ ―８ 写経司解案 天平１１．１１．６ 作成 薪の直銭を申請

―１ ―９ 写経司解案 天平１１．１０．３ 作成 菜料の直銭を申請

―２ 写経司解案帳B 天平１１．１２．２ 作成 五月一日経、福寿寺

大般若経（外）他

銭の申請

―２ ―１ 写経司解案 天平１１．１２．２ 作成 薪の直銭を申請

―３ 写経司解案帳C 天平１２．２．１７ 天平１２．２．２９ 五月一日経、福寿寺

大般若経（外）他

銭の申請

―３ ―１ 写経司解案 天平１２．２．１７ 作成 薪の直銭を申請

―３ ―２ 写経司解案 天平１２．２．２９ 作成 薪の直銭を申請

２３ 施薬院牒 天平１１．８．１１ 作成 皇后宮職に貸してい

た銭の領収書

２４ 写経司解案 天平１１．８．１２ 作成 出仕を怠った経師を

皇后宮職政所で駈使

するよう申請

２５ 土師真木島校紙帳 天平１１．８．２６ ～天平１１．１２．１３以

降作成

五月一日経、福寿寺

大般若経（外）他

真木島の８．２６～１２．

１３までの校経内容を

記載した私記

２６ 写経司舎人上日注文 天平１１．８．２９ 作成 ８月の舎人各自の上

日数を記載。
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手実 「大鳥祖足云々」

一枚」に対応するか

庭麻呂（→写経司） 二四―１０３ ZZ２５―１〈８〉裏 １ 紙背は１９―２―８

成麻呂（→写経司） 二四―１０２ ZZ１９―２〈３１〉裏 １ 紙背は２１―１―３３

写経司（→皇后宮職） 七―２９７～３００ ZZ１７―２〈１６〉～〈１５〉

裏

１ 紙背は１４―１２ 天平１１年写経司解案（七―

１７３～１７５）と数値が一致

する。本誌３号参照

写経司 二四―１０３～１０４ ZZ４３―２２〈２８〉 ２ 紙背は１７ 付箋「廿四帙五巻」あり。

未修目録４５１「一 食口帳

同（壱巻） 九枚」に対

応するとすれば、１４のよ

うな写経司解案の一部か

写経司（→皇后宮職） 一六―５１４ ZZ４―２０〈３〉 １ 紙背は空 付箋「卅四ノ？」あり。未

修目録８９２「一 写経司啓

応請食料米等 「首大

般若六百巻」 一枚」に対応

写経司（→皇后宮職） 二四―１２８ ZZ２４―５〈２９〉～〈２７〉

裏

２？ 紙背は２６

花麻呂（→写経司） 二四―１０５ ZZ１９―２〈５３〉～〈５２〉

裏

１ 紙背は２１―１―５４～５５

束麻呂（→写経司） 七―４１８ ZZ１９―２〈７０〉裏 １ 紙背は２１―１―７２

馬養（→写経司） 二四―１０６ ZZ１９―２〈６２〉裏 １ 紙背は２１―１―６４

安麻呂（→写経司） 二四―１０４ ZZ１９―２〈４３〉裏 １ 紙背は２１―１―４５

浄麻呂（→写経司） 二四―１０５ ZZ１９―２〈６０〉裏 １ 紙背は２１―１―６２

写経司 七―４１９ ZZ２４―５〈４０〉 １ 紙背は５０ 前後は新補紙。付箋「卌三
ノ九」、「十三」あり

廣次（→写経司） 二四―１０７ ZZ１９―２〈８５〉裏 １ 紙背は２１―１―８８

廣麻呂（→写経司） 七―４２０ ZZ１９―２〈７８〉裏 １ 紙背は２１―１―８１

蓑麻呂（→写経司） 二四―１０８ ZZ１９―２〈９２〉裏 １ 紙背は２１―１―９５

縄麻呂（→写経司） 七―２４０ ZZ１９―２〈９４〉裏 １ 紙背は２１―１―９７

写経司 七―４２２、二四―

１０９～１１０

ZZ３７―９〈６〉～〈７〉 〈７〉に付箋「十五帙八巻」

あり。未修目録２４７「一

写経目録 「高王観世音

経十巻」 天平十一年十

二月 二枚」に対応

写経司 二四―１０９～１１０ ZZ３７―９〈６〉 ２？ 紙背は年月日未詳写経用

紙注文（二三―１６６）。また

端裏「春宮」あり

１２―１の１０．１８の記載と一

致

北大家（大田廣麻呂）→皇

后宮職→写経司

七―４２２ ZZ３７―９〈７〉 １ 紙背は空 大田廣麻呂は北大家の家

令。文書の右欠か（［栄原

１９９５］）
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２７ 賀茂（鴨・加茂）庭麻

呂校経手実案

天平１１．８．２９ 作成 五月一日経他 手実の草案

２８ 忍坂成麻呂写経手実

案

（天平１１．８？） 作成 五月一日経 手実の草案

２９ 写経司解案？ （天平１１．８末or９初？） 作成 福寿寺大般若経（外） １２―２の草案

３０ 月食料注文 （天平１１．８？） ８月分として受納し

た経師らの食料の用

残記録

３１ 写経司啓案 （天平１１．８末or９初？） 作成 福寿寺大般若経（外） １２―２の草案

３２ 写経司解案？ （天平１１．８末or９初？） 作成 福寿寺大般若経（外） １２―２の草案

３３ 山部花麻呂写経手実

案

天平１１．９．１６ 作成 五月一日経 手実の草案

３４ 高束麻呂写経手実案 天平１１．９．１９ 作成 五月一日経 手実の草案

３５ 櫟井馬養写経手実案 天平１１．９．２９ 作成 五月一日経 手実の草案

３６ 大曰佐安麻呂写経手

実案

（天平１１．９？） 作成 五月一日経 手実の草案

３７ 漢浄麻呂写経手実案 （天平１１．９？） 作成 五月一日経 手実の草案

３８ 経師上日注文 天平１１．９ 経師の上日数を記録

３９ 忍海廣次写経手実案 天平１１．１０．１４ 作成 五月一日経 手実の草案

４０ 安曇廣麻呂写経手実

案

天平１１．１０．１６ 作成 五月一日経 手実の草案

４１ 出雲蓑麻呂写経手実

案

天平１１．１０．１６ 作成 五月一日経 手実の草案

４２ 辟槻縄麻呂写経手実

案

天平１１．１０．１６ 作成 五月一日経 手実の草案

４３ 給紙注文 天平１１．１０．１８ ～天平１１．１２．９ 東宮雑経（外）・北大

家写経事業

写経指示や用紙申請

の文書を貼り継ぎ、

紙の支給記録とした

―１ 東宮雑経給紙注文 天平１１．１０．１８ 作成 東宮雑経（外） 東宮雑経書写を指示

する光信尼宣と紙の

支給内容を記載

―２ 北大家写経用紙申請

文

天平１１．１２．９ 作成 北大家写経事業 北大家における写経

に用いる紫紙の下賜

申請。奥に支給を許

可する皇后宮大進の
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真木島 二四―１００ ZZ２５―２〈６〉裏 １ 紙背は２５ ２５作成のための草案か

小屎（→写経司） 二四―１１１ ZZ１９―２〈１０４〉裏 １ 紙背は２１―１―１０７

君麻呂（→写経司） 二四―１１１ ZZ１９―２〈１０６〉～

〈１０５〉裏

１ 紙背は２１―１―１０８

写経司（→皇后宮職） 七―２９６～２９７ ZZ１７―２〈１４〉裏 １ 紙背は１４―１１ 冒頭１行「写経司解申月料

物事」あり（未収）

古麻呂（→写経司） 二四―１０７ ZZ１９―２〈９６〉裏 １ 紙背は２１―１―９９

束麻呂（→写経司） 二四―１０８ ZZ１９―２〈９７〉裏 １ 紙背は２１―１―１００

写経司（→皇后宮職） 七―４２１ ZZ２４―５〈４０〉裏 ２ 紙背は３８ 前後は新補紙。文書の端

は破損しているが、書き

止め文言から解と判断さ

れる

写経司？ 二四―１００ ZZ２５―２〈９〉裏 １ 紙背は２５

大麻呂（→写経司） 二四―４５８ ZZ１９―２〈１４０〉裏 １ 紙背は２１―１―１４１

縄麻呂→写経司 二―１９１ Z３１�裏 １ 紙背は２２―２―１

写経司？もしくは経師？ 二四―９５ ZZ１９―２〈７〉裏 １ 紙背は２１―１―６ 紙背が天平１１．４の手実で

あることから、天平１０．８

～天平１１．４の上日数と考

えられる。また上日数か

ら個人の上日数と考えら

れる

写経司？ 二四―１２５ ZZ１９―２〈１３〉裏 １ 紙背は２１―１―１２

？ 二四―１１２ ZZ１９―２〈８０〉裏 １ 紙背は２１―１―８３

写経司（→皇后宮職） 二四―１１３ J２２�（２）裏 １

？

紙背は天平１３．５・６写一切

経経師等手実（二四―１４３

～１４４）

天地逆

写経司？ 二四―１２０～１２１ ZZ３７―９〈５８〉 １

？

紙背は天平１７．８．１優婆塞

貢進文案（二四 ―２９７～

２９８）

前後は新補紙

写経司？ 二四―８９ ZZ２３―４〈６４〉 １ 紙背は空 前後は新補紙

某→写経司 二四―８９～９０ ZZ２３―４〈６５〉 １ 奥裏「菩薩念仏三昧経六

巻」

前後は新補紙

刀良→写経司 二四―８９ ZZ２３―４〈７２〉 １ 紙背は空 前後は新補紙

写経司（→皇后宮職） 二四―１４７ ZZ２５―１〈１１〉裏 １ 紙背は１９―２―１１ 楽書あり
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判が加えられた後、

写経司にもたらされ

た

４４ 土師真木島校経注文 天平１１．１０．２３ 作成 五月一日経他 校経数（巻数・枚数）

を記載

４５ 調小屎（男屎）写経手

実案

（天平１１．１０？） 作成 五月一日経 手実の草案

４６ 錦織君麻呂写経手実

案

（天平１１．１０？） 作成 五月一日経 手実の草案

４７ 写経司解案 （天平１１．１０？） 作成 １４―１１の草案

４８ 掃部古麻呂写経手実

案

（天平１１．１０？） 作成 五月一日経 手実の草案

４９ 高束麻呂写経手実案 （天平１１．１０？） 作成 五月一日経 手実の草案

５０ 写経司解案 天平１１．１１．１２ 作成 銭の用途を報告

５１ 校紙注文 天平１１？．１１ 作成 五月一日経他 校紙数を経師名とと

もに記載

５２ 若養徳部大麻呂写経

手実案？

（天平１１．１１？） 作成 五月一日経 手実の草案？

５３ 辟槻縄麻呂啓 天平１１．１２．１ 作成 暇を申請

５４ 上日注文 （天平１１？） ４・３・２・１２・１１・１０・９・８

月の上日数を記載す

る

５５ 不合人等歴名 （天平１１？） 坂合部の用紙数と阿

刀の造紙数を記載す

る

５６ 校紙注文 （天平１１？） 校経内容を記載

５７ 写経司解案 （天平１１？） 舎人各自の上日数を

報告

５８ 経師等進銭進紙注文 （天平１１？） 経師各自が進納した

銭・紙を記載

５９ 写経注文 （天平１１？） 作成 五月一日経？ 大島千鳥の写経内容

を記載

６０ 某写経手実 （天平１１？） 作成 五月一日経？ 写経内容の報告。大

島千鳥の名が追記さ

れるが、彼の手実で

あるかどうかは不明

６１ 飛鳥刀良写経手実？ （天平１１？） 作成 五月一日経？ 写経内容の報告

６２ 写経司解案 （天平１１？） 作成 福寿寺大般若経（外） 経師等の食料申請
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写経司？ 二四―１１８ ZZ２５―１〈１３〉～〈１２〉

裏

１ 紙背は１９―３―１

写経司？ 二四―１０１ ZZ２５―１〈１８〉裏 １？ 紙背は１９―８―１

写経司？ 二四―１０１ ZZ２５―１〈２３〉裏 １ 紙背は１９―８―６

写経司？ 二四―１０１ ZZ２５―１〈２５〉裏 １ 紙背は１９―８―８

写経司？ 二四―１００ ZZ２５―２〈５〉裏 １ 紙背は２５ 市麻呂は１９の校生手実帳

には見えない

写経司？ 二四―１２３ ZZ２６―１０〈２６〉 １ 紙背は天平１４？．７．１３高

屋赤麻呂本経検定注文

（二四―１９３～１９４）

前後は新補紙。付箋「卅一

ノ四」、「十二 二」あり。

また端に「野」（天地逆）あ

り

？ 二四―１２３～１２４ ZZ１７―１〈１１〉裏 １ 紙背は天平１１年写経司解

案（七―１７３～１７５）

付箋「四十二ノ九」あり

写経司（→皇后宮職） 二四―１１４～１１６ Z２８�（１）（２）裏 ２ 紙背は天平１０年？官人歴

名（二四―８４～８６）。これを

二次利用し、浄衣申請の

ための注文を書き、続け

て解案を書くが、書き損

じ、約４行分抜き取り（こ

こで（１）と（２）に分割）、改

めて解案を書き直した

（１）奥の「写経司解 □応

請清衣等事」と（２）端の

「襖子六十」は抜き取った

部分の端と奥に該当する

写経司 二四―１２６ ZZ１７―２〈７〉裏 １ 紙背は１４―５ １４―４に関連するか？

写経司（→皇后宮職） 七―２９５ ZZ１７―２〈１〉裏 １ 紙背は２２―３―１ ７３と接続し、両者で１４―４

の草案を構成する

写経司（→皇后宮職） 七―２９５～２９６ ZZ１７―２〈６〉裏 １ 紙背は１４―４ ７２と接続し、両者で１４―４

の草案を構成する

写経司（→皇后宮職） 二四―８７ ZZ１７―２〈５〉裏 １ 紙背は１４―３ １４―３は―２と―５を合算して

いるが、本草案は―５を反

映していない
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６３ 校紙注文 （天平１１？） 作成 五月一日経他 １８～２０日の校経数を

日ごとに記載

６４ 校紙注文 （天平１１？） 作成 ？ １０．２２～１０．２７の校紙

数を日ごとに記載

６５ 校紙注文 （天平１１？） 作成 ？ １０．２２・１０．２４の校紙

数を日ごとに記載

６６ 校紙注文 （天平１１？） 作成 ？ ８日・１０日の校紙数を

日ごとに記載

６７ 校紙注文 （天平１１？） 作成 ？ 市麻呂の校紙数を日

ごとに記載

６８ 校紙注文 （天平１１？） 作成 五月一日経 華厳経６帙２巻の一

校・二校の校生を経

師とともに記載

６９ 校紙注文 （天平１１？） 作成 五月一日経他 １２日に行った校紙数

を写経を担当した経

師ごとに記載

７０ 写経司解案 （天平１１？） 作成 浄衣の支給を申請

７１ 受米注文 （天平１２．１？） 天平１２年１月の受米

量を注記

７２ 写経司解案 天平１２．２．４ 作成 １４―４の草案（７３とあ

わせて）

７３ 写経司解案 （天平１２．２？） 作成 １４―４の草案（７２とあ

わせて）

７４ 写経司解案 （天平１２．２？） 作成 １４―３の草案
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